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　令和８年第２回安平町議会定例会会議録（第３号） 
 

令和８年３月９日（月曜日）午前10時00分開会 

１　招集年月日　　令和８年３月９日（金曜日） 
 
２　招集の場所　　安平町議会議場 

 

３　出席議員（９名） 

議席番号 

 

４　欠席議員（１名） 

 

５　地方自治法第121条第１項の規定により、説明のため会議に出席した者 

 

６　町長の委任を受けて説明のため会議に出席した者 

 

 

 １番 工　藤　秀　一 ２番 米　川　恵美子 ３番 小笠原　直　治
 ４番 鳥　越　真由美 ７番 三　浦　恵美子 ８番 箱　崎　英　輔
 ９番 内　藤　圭　子 11 番 梅　森　敬　仁 12 番 多　田　政　拓

 10 番 高　山　正　人

 町 長 及　川　秀一郎
 教 育 長 井　内　　　聖
 代表監査委員 小　川　誠　一

 副 町 長 田　中　一　省
 総務課
 総 務 担 当 課 長 岡　　　康　弘 情 報 担 当 課 長 池　田　恵　司
 政策推進課
 まちづくり担当課長 山　口　　　崇 企画財政担当課長 木　林　一　雄
 税務住民課
 税務戸籍担当課長 奥　田　浩　司 生活環境担当課長 佐々木　智　紀
 産業振興課
 産業振興担当課長 森　池　和　哉
 会計課
 会 計 担 当 課 長 下　出　佳　史
 建設課
 土木公園担当課長 塩　谷　慎　嗣 施 設 担 当 課 長 伊　藤　富美雄
 健康福祉課
 国保介護担当課長 阿　部　充　幸 健康福祉担当課長 小板橋　憲　仁
 水道課
 水 道 担 当 課 長 谷　村　英　俊 下水道担当課長 佐々木　貴　之
 住民サービス課　兼　商工観光課
 総 合 支 所 長 村　上　純　一
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７　教育委員会教育長の委任を受けて説明のため会議に出席した者 

 

８　職務のため出席した議会事務局職員 

 

 

○　議 事 日 程　（第３号） 

 

○　本日の会議に付した事件 

　　日程第１　議案第20号　令和８年度安平町一般会計予算について　～　 

日程第１　議案第20号　令和８年度安平町一般会計予算について 
 

○　会議録署名議員 

　　議長は、本定例会の会議録署名議員に次の２人を指名し、２日目以降の会議

録署名議員の欠席届出に伴い、さらにもう１名を追加指名した。 

 事　務　局　長 石　塚　一　哉 主　　　幹 鈴　木　慎　二

 

 日程番号 議案番号 付　　議　　案　　件

 日程第１ 議案第 20 号 令和８年度安平町一般会計予算について
 

日程第２ 議案第 21 号
令和８年度安平町国民健康保険事業特別会計予算につ

いて

 
日程第３ 議案第 22 号

令和８年度安平町後期高齢者医療事業特別会計予算に

ついて

 日程第４ 議案第 23 号 令和８年度安平町介護保険事業特別会計予算について
 日程第５ 議案第 24 号 令和８年度安平町水道事業会計予算について
 日程第６ 議案第 25 号 令和８年度安平町下水道事業会計予算について
 

日程第７ 意見案第１号
高額療養費制度の負担上限引き上げの撤回を求める意

見書（案）について

 
日程第８ 意見案第２号

非核三原則の堅持と法制化を求める意見書（案）につい

て

 日程第９ 議員派遣の件について
 日程第10 総務常任委員会の閉会中の継続調査申し出について
 日程第11 経済常任委員会の閉会中の継続調査申し出について
 日程第12 議会運営委員会の閉会中の継続審査申し出について

 　 ３ 番 小笠原　直　治
 10 番 高　山　正　人
  １ 番 工　藤　秀　一 （追加指名）

 教育委員会
 社会教育担当次長 渡　邊　匡　人 学校教育担当次長 佐々木　英　生
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会　議　の　顛　末 

 

　　　◎　再開・開議宣告及び議事日程の報告 

 

○議長（多田政拓君）　おはようございます。 

只今の出席議員数は９名です。定足数に達しておりますので、これから本

日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

 

 

◎　日程第１　議案第20号 

 

○議長（多田政拓君）　日程第１、議案第20号　令和８年度安平町一般会計予算

についてを議題とします。 

提案説明は終了していますので、これから質疑を行います。議員の皆様

にお願います。質疑において配布された各予算資料の記載事項項目を含め

質疑をされる時はその資料名とページ数を明らかにして質問されるようご

協力をお願いします。 

それでは歳出からページごとに質疑を行います。よろしいですか。歳出

73ページをお開きください。73ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 74、75 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 76、77 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 78、79 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 80、81 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 82、83 ページで質疑はありませんか。 
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〔三浦議員　挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　82 ページの一番下の北海道自衛隊駐屯地連絡協議会負

担金、少しの額ですが昨年から増えた要因を伺います。 

 

〔岡総務担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　自衛隊駐屯地連絡協議会負担金ですが、これは全

道規模で行っている協議会でして、負担金の徴収の方法の分担、市町村構成

の全体の分担の変更が総会で決定したことに伴いまして若干金額が増になっ

ているものです。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　では、毎年変わる可能性もあるという認識でいいです

か。 

 

〔岡総務担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　従来、一定だったのですが、構成団体の負担の仕

方を総会で見直すことになりまして、昨年一定程度の整理がついたと確認し

ています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 84、85 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　何点かあるので一点ずつ確認したいと思うのですが。

84 ページの報償費の行政ポイント。こちら確か昨年度は無かったかなと思う

のですが、概要といつからどのように付与しているのか伺います。 

 

〔池田情報担当課長　挙手〕 

 



‐ 5 ‐

〇議長（多田政拓君）　情報担当課長。 

○情報担当課長（池田恵司君）　報償費の行政ポイントですが、今年度までは無

かったもので、令和８年度から計上させていただきました。内容については

新年度からデジタル体験という講座を今までよりも多く開催しようと思って

いまして、さらにまたその参加者に来ていただいた方に行政ポイントを付与

しようと計上させていただいたものです。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　このデジタル体験とはどのように、参加者が少ないか

らもっと増やしたいと思ってこれを創設されたのか、それとも一定程度いる

けれども、もうちょっと増やして、お金を掛けてやっていきたいという認識

か伺います。 

 

〔池田情報担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　情報担当課長。 

○情報担当課長（池田恵司君）　これまでは高齢者のところを例にしますと、例

えばオレンジカフェとか既存の事業に我々が出向いていって併せて講座を行

っていましたが、新年度からは情報主導の講座等を開催した時に、なかなか

そのためだけに高齢者が来るというのはあまり多くないのかなということ

で、来ていただいた方には行政ポイントの方を。一定程度の参加は今までも

ございますけど、より多くの方に参加していただきたいということで計上し

ました。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　別な項目ですが、85 ページの上段にあるソフトウエア

ライセンス使用料。こちら内容がわからないので概要を伺います。 

 

〔池田情報担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　情報担当課長。 

○情報担当課長（池田恵司君）　内容についてはコンビニ交付システムのライセ

ンス料、そして議事録作成の支援システムと遠隔窓口相談サービスのＯＳの

ライセンス料、そしてもう一つが遠隔窓口相談システムのライセンス料とな

っていまして。今年度まで委託料の方で計上していたのですが、内容は委託

が終了して今後はライセンス使用料に変更となったので、来年度からは 13

節に変更して計上をしました。 
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〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　では特段新しくどうこうではなく、変わったと。そし

てこれからもずっとかかるという。他のページにも出てきますが、それも同

様ということでよろしいですか。 

 

〔池田情報担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　情報担当課長。 

○情報担当課長（池田恵司君）　これに関しては当初のシステムの構築について

は委託で計上していたものが、委託が終了というか構築が終了したので今後

はライセンスの使用料で計上しました。他の部分にも何点か同様の部分があ

りますが、そちらも同様の考えです。 

 

○議長（多田政拓君）　よろしいですか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　今の部分は了解しました。 

あと一点だけ、次の違うところですが。同じページのその下の 18 節負担金

補助及び交付金のシステム運用負担金、こちらも今ご説明いただいたような

感じなのか、また別な要因があるのか伺います。 

 

〔池田情報担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　情報担当課長。 

○情報担当課長（池田恵司君）　システム運用負担金ですが、こちらもコンビニ

交付サービスの運用負担金ということで同様の考え方です。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 86、87 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　87 ページの下にあるＩＣ旅券用交付窓口端末機器導入

経費の備品購入の部分ですが、こちら購入されて設置されることによってど
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のようなメリットがあるか伺います。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　資料が出てこないようなので。端末機を新しく更新す

るということで、備品購入だと記憶していますけど。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　こちらどれぐらい利用があるのか。そういう見込みが

見られるのか。取得される方はどれぐらいいらっしゃるのか、その点につい

て、もし資料出てこなければあれですがお伺いできたらと思います。 

 

〔奥田税務戸籍担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　税務戸籍担当課長。 

○税務戸籍担当課長（奥田浩司君）　資料出てこなくて大変申し訳ありませんで

した。パスポートの交付状況ですが、年間で令和６年の実績ですと 98 件とな

っています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　こちらの機械に関しては維持管理費がどれぐらいかか

って、そのパスポートの発行件数などでどれぐらい費用対効果を見てこの機

器を導入されることを決めたか伺います。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　これは従来、札幌また苫小牧の方に、旅券の場合決め

られた日にちに開設されていたものを地元でできるようになって初期導入で

やったもの、それを更新する形の経費だということですので、そういった意

味では町民の方が地元の役場で旅券発行できるということで、そこは大幅に

サービスが向上したとは評価しています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　維持管理費とか、かかるのか。 
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〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　機械の端末で、いろいろと操作する形なので。故障が

なければ消耗品的な経費は特に大きくかかっていないと承知しています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔工藤議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　工藤議員。 

○１番（工藤秀一君）　86 ページの下の 13 番使用料賃借料ですが、電柱共架料

って町内何か所くらいの費用になっているか教えてください。 

 

〔池田情報担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　情報担当課長。 

○情報担当課長（池田恵司君）　電柱共架料ですが、これについては町が敷設し

ている光ファイバーケーブルのＮＴＴの電柱及び北電の電柱にケーブルを共

架している使用料になっていますが、ＮＴＴで言いますと全部で 749 本、北

電苫小牧管轄が 720 本、岩見沢管轄の北電柱が 326 本となっています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 88、89 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　89 ページの真ん中ら辺にある 18 節負担金補助及び交

付金の特定個人情報の提供の求めに係る電子計算機の設置等関連事務委任交

付金の部分、昨年と確認するとマイナンバーの関係だと思うのですが、減額

しているのですが、こちらの要因について伺います。 

 

〔奥田税務戸籍担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　税務戸籍担当課長。 

○税務戸籍担当課長（奥田浩司君）　自治体中間サーバープラットフォーム磁気

システム更改及び運用に係る経費となっていますが、地方財政措置分と国保

措置分２つに分かれていまして、この国保分がまだ未確定のため計上してい

ません。そのためにちょっと減額になっています。 
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〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　では、決定したら増額補正されるということでよろし

いですか。 

 

〔奥田税務戸籍担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　税務戸籍担当課長。 

○税務戸籍担当課長（奥田浩司君）　そのような認識です。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 90、91 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　90 ページの真ん中ら辺の 11 節役務費ですが、確か道

銀さんの関係だったかなと思うのですが、昨年よりちょっと減額しているの

ですが、それは昨年同様同じ要因なのか、それとも何か違う要因があったの

か伺います。 

 

（理事者側　協議） 

 

○議長（多田政拓君）　暫時休憩します。 

 

（暫時休憩） 

 

○議長（多田政拓君）　休憩を解いて会議を開きます。只今、説明員として会計

担当課長が着座しましたのでご報告します。 

それでは審議を続けます。 

 

〔下出会計担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　会計担当課長。 

○会計担当課長（下出佳史君）　役務費の手数料ですが銀行の窓口収納の手数料、

これを６年度の実績数に基づいて算出し直した結果、200 万ほど減額になっ

ています。 
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○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 92、93 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　92 ページの上段にある会計年度任用職員さんの記載が

ありますが、こちらはどのような業務をされる方なのか伺います。 

 

〔岡総務担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　こちら職員の健康管理経費の中の会計年度任用職

員の新たな項目ですが、新規に産業のカウンセラーということで、現在社会

的な問題でもあるメンタルヘルスの関係で我々役場職員にも一定数過去から

ずっと継続して発生しているところもありまして、長期療養前に異変のある

段階で専門知識のある臨床心理士さんを会計年度任用職員として月１回程度

任用させていただき、相談業務に当たっていただくといった内容となってい

ます。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　社会情勢上もあるかもしれないですが、昨今そのよう

な辛い思いをされている方が増えてらっしゃるところのケアということでよ

ろしいですか。 

 

〔岡総務担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　従来、職員管理側の大きな課題でしたのは職員で

そういった高ストレスの方で相談してくる方に対して我々は素人というか、

特別な勉強をしていない人間が相談業務を受ける部分があったと。そこから

医療機関にかかっていただく際に基本的にご自分で医療機関を探していく流

れになっているのですが、できればそういった専門知識のある方を通じた医

療機関の紹介といった形につなげていけないかという部分がありまして、こ

ういった対応をさせていただくことになります。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ、94、95 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　まず 94 ページの上の方の広報媒体運用業務委託料。毎

年確認している部分ですが、昨年より少し増額にはなっているのですが、同

じ回数や業務内容での増額なのか、それとも業務が増えたのかどうか伺いま

す。 

 

〔池田情報担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　情報担当課長。 

○情報担当課長（池田恵司君）　内容についてはこれまでと同様ではありますが、

昨今の物価高騰により、かかる経費が若干上昇したところの増額です。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　こちらどのような形での契約になっていて、契約先も

どのようになっているか伺います。 

 

〔池田情報担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　情報担当課長。 

○情報担当課長（池田恵司君）　これまで何度かご質問ありまして答弁していま

すが、以前まで地域おこし協力隊として広報の紙面の作成をしていただいた

方が個人事業主として町内で活躍されているところで、新年度についてもこ

の個人事業主の方に委託して業務を担っていただくところです。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　年間契約をしてこういう契約書を交わしてとか、何か

そういう形を取っているのか、違う形なのか伺います。 

 

〔池田情報担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　情報担当課長。 

○情報担当課長（池田恵司君）　委託ですので契約書の方を交わして年間の契約

で事業を遂行していただいています。 
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○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　別な項目でお願いします。これ跨がってしまうのです

が 95 ページの一番下の委託料ですが、ちょっとまた増額になったのは昨今の

物価高騰のせいなのか、それとも何かほかに要因があるのか伺います。 

 

〔岡総務担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　ご質問の項目は町長公用車の運転業務になります

が、こちらは労務単価の全国的な上昇を受けて月額の税抜きの単価を 31 万

3000 円から 32 万 8000 円と 4.79％アップしたものです。理由については議員

ご指摘のとおり賃金上昇に対応したものであり、当方としても妥当なものと

して考えています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　委託という形を取っているのは理由があると以前伺っ

たのですが、直接雇用するみたいな考え方がないのか、今後ともずっと委託

でいくのか、その点について伺います。 

 

〔岡総務担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　直接雇用の検討も当然していましたし、過去は直

接雇用で実施していましたが、直接雇用ですと一人の雇用というよりは複数

の人間を雇用しなければ、こういった運転業務は土曜日・日曜日も関係なし

に町長公用車を運行しますので行わなければならないと。会社を通じて委託

することで、実質お一人の方で回してはいますがその方に事故・病気等が発

生した場合に企業の他の運転手も確保できるメリットもありますし、何より

全体的な経費面で直接雇用よりも委託の方が安い面がありまして、このよう

な形態を取らせていただいています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 96、97 ページで質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 98、99 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　98 ページの 13 節使用料及び賃借料に、確か昨年はあ

った会議室用録画カメラ使用料が無くなっているかと思うのですが、こちら

無くなっている要因について伺います。 

 

〔岡総務担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　導入からこの項目で、使用料でお支払いしていま

したが、実質お支払いする先がＮＴＴになりまして。こちらの請求を電話の

使用料と一括で請求になりますので、そちらに含めてお支払いするという変

更に次年度からしたいということで、この項目から削除になっています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　ということは、事業自体は止めていないけれども支払

い方法が変わったという認識でしょうか。 

 

〔岡総務担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　そのとおりです。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 100、101 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　100 ページ、２つ一緒に聞いた方がいいのかわからな

いですが、100 ページのＬＥＤ現地調査業務委託料は昨年無かった項目で、

どのような調査になるのかということと。 
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これ調査して例えばＬＥＤが増えた場合、下の使用料及び賃借料にあるリ

ース料に何か変動があるのかどうか。その点について伺います。 

 

〔伊藤施設担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　施設担当課長。 

○施設担当課長（伊藤富美雄君）　はじめにＬＥＤ現地調査業務委託料ですが、

こちらについては公共施設 19 施設の蛍光灯をＬＥＤに交換するための事前

調査となっています。 

それと２つ目のそれに伴ってリース料が増えるのかというご質問に対して

は、この調査を行った後は工事により交換するものですから、リースの形に

はなってきません。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　では、その下にある施設改修工事ＬＥＤ化というのが

その今最初の調査の部分で調査したところに工事をするという認識ですか。 

 

〔伊藤施設担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　施設担当課長。 

○施設担当課長（伊藤富美雄君）　こちらの工事請負費については事前に調査が

終わっている施設になっています。 

ちなみに令和８年度の工事予定は、給食センターとグループホームさかえ、

デイサービスセンターとぽっぽ苑の４施設を計上させていただいています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　別な項目でお願いします。101 ページの 12 節委託料の

昨年より増額している要因。先ほど伺っている人件費や物価高騰の部分なの

か、その他要因があるのか伺います。 

 

〔岡総務担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総務担当課長。 

〇総務担当課長（岡康弘君）　前年に比べて 586 万円増額になっていますバスの

運行経費ですが、こちらは町バス２台ありますが運転管理業務については長

期継続契約ということで３年間の契約をしています。前回が令和５年でして、

今回令和８年度が契約の更新年になります。その積算にあたりましては複数
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の会社から見積もりを徴収して、その平均値で予算計上を行ったということ

で実質増額になっています。これは執行段階で契約をする際に競争原理が働

き、この金額よりも下で契約はできるものと考えていますが、いずれにして

も今回バス業界というのは非常に労務単価、３か年で急上昇している現状が

ありますので、執行の段階でも昨年よりは高い金額になるのではないかと予

想はしています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 102、103 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 104、105 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　まず 104 ページの負担金、補助及び交付金のところに

昨年見落としていたら申し訳ないのですが、昨年苫小牧市内路線バス通学定

期代補助事業負担金 31 万 9000 円があったかと思うのですが、こちら無くな

った要因を伺います。 

 

〔山口まちづくり担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（山口崇君）　その事業は東胆振１市４町の共通事業とし

て令和５年 12 月に道南バスの運賃が値上げしたことに対する定期代半額助

成を３年間実施していまして、その終了に伴う予算計上がなくなった状況に

なっています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　105 ページのＪＲ室蘭線の活性化とか、そちらの事業

の関係ですが。確か町職員の皆さんＪＲを月１回使ってらっしゃったと思う

のですが、利用促進のためにそのようなことを行っているか確認します。 

 

〔山口まちづくり担当課長　挙手〕 
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○議長（多田政拓君）　まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（山口崇君）　取り組みの内容の位置づけでは、この予算

とは連動していないのですが職員についてはノーマイカーデーという形で実

施しています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　こちら三役の皆様も月１回使われて利用促進に寄与さ

れているのかどうか伺います。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　特別職については職員と異にしていますので、ノーマ

イカーデーとしての出勤関係はしていません。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　ＪＲ室蘭線も存続の危機なのでお使いになることを検

討されるかどうか伺います。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　場合によっては公務で利用している部分はありますし、

私はＪＲたくさん乗っていますので。北海道だけではなく道外でも乗ってい

ますので。また、公務じゃないところでも室蘭線を利用しながら地域のイベ

ントにも出席していますし、さまざまな室蘭線維持存続、日高線の維持存続

のイベントにも車輌を乗りながらバスガイドではなくて列車ガイドもしなが

ら、そういったことも含めてさまざま貢献はさせていただいていますので、

ご理解いただければと思います。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 106、107 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 
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○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　106 ページの上にある仮称胆振東部３町復興推進協議

会負担金。令和７年度は無かったかなと思うのですが、こちらの概要につい

て伺います。 

 

〔木林企画財政担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　企画財政担当課長。 

○企画財政担当課長（木林一雄君）　こちら令和７年度から動き出しとしては動

いていまして。そもそもこの団体が発足した背景ですが復興終わりまして通

常ベースのまちづくりを行うにあたりまして、国からの補助金それから起債

関係のつきが非常に悪く、なかなか思うように事業が進まない背景がありま

す。こういったところの改善を、特に被災３町一丸となって改善をお願いす

るような活動を、要望活動が中心になると思うのですが、そういった活動を

令和８年から本格的に組織化してやっていこうという動きの中で新規に立ち

あがったものです。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　若干補足します。趣旨はそういったとおり。さらに復

興についてはまだ道半ばということで、むかわ・厚真もおっしゃっていまし

て、そういった交付金だけではなく通常の交付金を含めてなかなか今採択率

が低くなってきていますので、被災地に対しては上乗せしてくれっていう要

望ではなく採択率を何とか上げていただくお願いを国・北海道・北海道開発

局に対して今年度ももうすでに実施しているところです。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　別な項目で 107 ページの一番下の地域おこし協力隊活

用事業に関しての地域おこし協力隊生業形成マネジメント業務委託料です

が、確かこれ対象の方の人数によって予算が上下すると伺ったのですが、当

該地域おこし協力隊の方々が相談しやすい体制になっているのか、その点に

ついて伺います。 

 

〔山口まちづくり担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（山口崇君）　本業務の業務委託の内容としてはサポート

体制構築実施業務、また安平町独自の支援制度の企画提案等に対する相談対
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応業務、アンケートの実施、情報発信、その他という内訳になっていまして。

特に先ほど人数に応じて変額すると過去に説明した部分ですが、そこは定期

面談を年３回実施している状況でして、ここが隊員数掛ける単価という算出

根拠で動く部分になっています。 

この業務が効果を発揮しているのかということですが、定期面談で年３回

必ず実施し、その中では業務の共通シートを策定して担当業務の方に何か隊

員が抱えている問題や課題があればこの面談を通じて聞き取って担当の方に

もつなげていくと。さらにその中で解決が必要なものがあれば、そこを隊員

と所管課に対するギャップを埋める作業がありまして、そこの部分でまたさ

らに深掘りして対応していく２段構え３段構えを現在実施していまして、安

平町においては協力隊業務、長年他の町よりノウハウが積まれてきまして、

年々そうした細かい部分を改善しながら隊員のニーズに対応できるような業

務体制が構築できていると認識しています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　こちらに委託することによって任期途中でやめられる

方が減ったのかどうか、数字を含めどのように見ているか伺います。 

 

〔山口まちづくり担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（山口崇君）　定着率の問題については人対人の部分もあ

るのでかなり悩ましい部分だとは考えていますが、数字の面だけくり抜いて

ご報告しますと、安平町の令和６年度末の定住率は 56.2％と、全国平均

55.7％と比較するとこの委託業務が効果を発揮しているのかなと認識してい

ます。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 108、109 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 110、111 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　111 ページの下の役務費の広告料ですが、こちら主要
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施策の資料では確か 31 ページに記載があったかと思うのですが、今安平町は

ＤＸ、ペーパーレス化を推進していますが、やはり紙ベースがいい部分があ

るという認識なのか、その点について伺います。 

 

〔山口まちづくり担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（山口崇君）　こちらの広告料については今三浦議員おっ

しゃるとおり電子化の流れもありまして、そういったものに移行できるもの

は移行できるように努めている状況です。 

ここで経費を計上している主な内容としては、令和７年度に早来大町の宅

地造成事業を実施したところでして、その宅地販売にかかる広告宣伝費用で

こちらの経費を計上している状況となっています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　では、デジタルでもできるものはデジタルに移行し、

紙で必要なものはどういう形で棲み分けをしている部分で、ここの部分は紙

ベースで必要だと精査されたということでしょうか。 

 

〔山口まちづくり担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（山口崇君）　おっしゃるとおりでして、特に宅地販売は

住宅販売等の専門業者を通じた広告が効果的と判断してこのような予算計上

をしています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 112、113 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　112 ページ、民間賃貸共同住宅建設支援事業と長期優

良住宅建設助成金ですが、こちらはどれぐらい先までを目途に事業を行って

いくものなのか、まずその点について伺います。 

 

〔山口まちづくり担当課長　挙手〕 
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〇議長（多田政拓君）　まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（山口崇君）　まず先に後段の長期優良住宅助成金につい

ては、今年度の実施計画についても事業をスクラップする方針が出ています。 

ですがこの助成金の動きが、今年度例えば令和７年度に契約した方が来年

を住宅建設した時に完成をもって助成金を交付するという年度跨ぎが前提に

なっている状況がありまして、ここの部分については今載っている 200 万円

は令和８年度の予算編成前に契約が確定していまして、その方の分を必要最

低限の約束事ということで 200 万円計上しています。来年度以降は、この長

期優良住宅建設助成金は販売住宅においてＰＲをしていかない構えになって

います。 

続きまして民間賃貸共同住宅の建設支援事業助成金ですが、こちらについ

ては現在アパート建設がこの事業により町内進んでいまして効果を発揮して

いると。また、この移住定住の子育て世代の受け皿という形でも空地・空家

等が不足している中においてこのアパートが大きな役割を果たしていると考

えていまして本事業については継続をしていきたい考えです。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　長期優良の部分は確か若草団地とラ・ラ・タウンに限

定されたもので、使い勝手含めどうだったのかもあると思うのですが。分譲

を進めるためにやっていた事業だと思うのですが。 

あと民間賃貸の部分。公営住宅の空き室もある状況で民間との共存もなか

なか難しいかなと思うのですが、そこら辺含めバランスも取りながらやって

いくと思うのですが、その点についてどのようなお考えか伺います。 

 

〔山口まちづくり担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（山口崇君）　長期優良住宅については昨年の予算編成の

中でも一部ご説明したのですが、今年は助成金を 200 万という構えになって

いました。令和６年度までは、例えば若草団地に住宅を建てると 330 万だっ

たと。それを少し減額させて 200 万と。 

来年度に廃止するその背景としては、現在ラピダス等の動きもあり、かな

り千歳・恵庭周辺での住宅確保が困難な状況になっていると聞いています。

そうした方々が土地の安い安平町に関心を向けている状況を住宅メーカーや

実際の相談者の状況を聞いて受けていまして。助成金という呼び水を設置し

なくても現在はラ・ラ・タウンや若草団地への住宅建設が見込めるような考

え方に先立ちまして助成金を令和８年度廃止する動きに立っています。 

次にアパート建設の、すでに立っているアパートの入居状況や公営住宅等

の入居状況ですが、アパートの町内の令和８年１月現在の入居率の状況です

が、追分地区については現在 89％、安平地区は 100％、早来地区は 84.82％、

遠浅地区は 75％ということで平均 86.36％という現状で押さえています。こ
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の部分については特に子育て向けの２ＬＤＫ、３ＬＤＫのアパートがまだ不

足していて、この部分についてはニーズがあると判断している状況になって

います。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　113 ページの下の負担金、補助及び交付金の地域活性

化企業人プログラム事業負担金。これはどのような事業だったか伺います。 

 

〔山口まちづくり担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（山口崇君）　こちらは総務省の補助制度を活用するもの

ですが、制度名が地域活性化企業人制度というものでして、企業社員を一定

程度受け入れ、そのノウハウや知見を活かし地域独自の魅力や価値の向上等

につながる業務に従事していただくことで地域活性化を図る取り組み。これ

をしますと国から特交措置が当たるという内容になっています。 

現在、国の特別交付税措置は受け入れ機関に対して年額 590 万円が交付さ

れる制度を活用しています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　この事業を続けることによってどの程度効果が得られ

るかなのですが。これ特交措置を受けられるようになったのは令和８年度か

らでしょうか。その点について伺います。 

 

〔山口まちづくり担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（山口崇君）　制度は平成 26 年度から企業派遣型というも

のは運用されている状況になっています。また、安平町の活用状況で言いま

すと今は越前屋試錐工業様から川端企業人を受け入れているのですが、その

前はビーコンから山本さんであったり、それ以前はソフトバンクから宮本さ

ん、ファンディングベースから当時林さんをこの間継続して受け入れている

状況になっています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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○議長（多田政拓君）　なければ 114、115 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 116、117 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　117 ページの上の部分の市町村備荒資金組合納付金。

令和８年度も利子の配分金の部分の積立になるのかと思うのですが、今後こ

ちらに積むことができないような厳しい状況なのか、それともいずれ積むこ

とができるかどうか伺います。 

 

〔木林企画財政担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　企画財政担当課長。 

○企画財政担当課長（木林一雄君）　令和８年の備荒資金のですが、普通納付金

と超過納付金を合わせた額が計上されているのですが、それ以外の追加とい

うか、それについては今のところ予定はしていません。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　今後もそのように同じ形で進んでいくのか、それとも

変わることもあるのか。その点について見通しがあればですがお願いします。 

 

〔木林企画財政担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　企画財政担当課長。 

○企画財政担当課長（木林一雄君）　当面は現状のような形で進むものと思いま

すが、財政状況といったものを考慮した中でその時々で判断されるものと思

いますが、基本は現状どおりの方向性かなと認識しています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 118、119 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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○議長（多田政拓君）　なければ 120、121 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 122、123 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　122 ページの委託料のプリンター等保守点検業務委託

料、こちらの内容について伺います。 

 

〔奥田税務戸籍担当課長　挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君）　税務戸籍担当課長。 

○税務戸籍担当課長（奥田浩司君）　こちらはマイナンバーカードに、例えば転

入してきた際とかマイナンバーカードの余白欄に住所を記載するのですが、

これまで手書きで対応していたのですが、今年１月に機械を導入してその分

の計上となります。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　では手書きをプリンターで印刷する機械に対しての点

検業務で、今後もかかっていくという認識でよろしいですか。 

 

〔奥田税務戸籍担当課長　挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君）　税務戸籍担当課長。 

○税務戸籍担当課長（奥田浩司君）　そのとおりです。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 124、125 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 126、127 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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○議長（多田政拓君）　なければ 128、129 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 130、131 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　131 ページの社会福祉総務費の社会福祉事務経費の地

域おこし協力隊ですが、多分昨年度資料の令和８年度使用施策予算等説明書

の 47 ページの記載かと思うのですが、そちらを確認すると構成人数は変わっ

たのかなと思うのですが、減額した主な要因について伺います。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　令和７年度においては地域おこし協力隊、

全部で５名分計上させていただいていました。令和８年度については５名か

ら２名にということで３名分が減となっています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　５名から２名というのはだいぶ人が減った印象ですが、

この事業に関して特段支障は起きるものではないのか、それとも今後補正を

何かして募集していかなければいけないものなのか、その点伺います。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　令和７年度においては５名中１人が卒業

されています。そのうちお一人の方が途中で体調を崩されたことで退任され

ています。令和７年度、富門華さんで新規で協力隊として募集をかけていま

したが、こちら募集した結果、採用に至らなかったということで、この分富

門華さんの方から辞退ということで申し出がありましたので令和８年度から

は丸々落ちています。 

令和８年度の２名分ですが、こちらについては昨年から採用させていただ

いています継続という扱いで２名分を今回計上させていただいています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 
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○７番（三浦恵美子君）　辞退された１名分を除いて、あと２名分は配置されな

くても大丈夫なのかどうか伺います。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　こちらについては、お一人は卒業されて

いるということで卒業されて一時正職員として雇われていたのですが、お子

さんの関係があって転出されていることもあって、今のところ支障は無いと

お聞きしています。 

もう一人の途中で退任された方がいらっしゃいますが、こちらの方につい

もて今までお一人雇っていたところが急に穴が空くことに関しては支障があ

るかないかと言えば多少なりはあるかと思うのですが、現行のままでやって

いけるというお話をいただいていますので。ここは再募集をかけない中でや

っていけるとお聞きしていますので、その形でやっていきたいと思っていま

す。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 132、133 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 134、135 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 136、137 ページで質疑はありませんか。 

 

 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

○２番（米川恵美子君）　12 節委託料の中の券売機保守点検業務委託料ですが、

これ券売機使わなかったら入浴券は購入できないことになっているのでしょ

うか。点検は当然時々必要だろうと思うのですが、年何回ぐらい点検してい

るのですか。 

 

〔村上総合支所長　挙手〕 
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○議長（多田政拓君）　総合支所長。 

○総合支所長（村上純一君）　ぬくもりの湯の入浴券ですが、券売機で購入する

ほか回数券は窓口でも購入できますので、そちらをご利用されている方も多

くいます。あと点検は年１回しています。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

○２番（米川恵美子君）　回数券は窓口で購入できるとのことですので。それで

毎日入浴でぬくもりの湯を利用している方からの何人かの声ですが、あびら

商品券で購入できるようにしていただけないものかというお話が何人かから

来ているのですが、回数券の購入に限ってそういうことは考えていませんか。 

 

〔村上総合支所長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総合支所長。 

○総合支所長（村上純一君）　そういったご意見があるのはお話を伺っています

が、ぬくもりの湯の入浴料は公共料金にあたりますので、それに対して商品

券というのは今のところは考えていません。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 138、139 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　139 ページの緊急通報システム通信業務委託料ですが、

こちら台数減ったのかなとは思うのですが、主な減額要因について伺います。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　緊急通報システムの関係ですが、令和７

年度の予算の時には 125 台分計上させていただいていまして今年度、令和８

年度においては 117 台分を計上させていただいています。こちらについては

年々設置台数が減ってきていますが、増えたり減ったりというなかではあり

ますが、先日の一般質問の中でも緊急通報の質問をいただきましたが、こち

らの方は切り替えされる方もいらっしゃったりとか、入退院されたりとか、

施設入所されている方といった方々が増えてきていることもありまして年々

減少傾向にはあると認識しています。 
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〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　一般質問とダブったら申し訳ないですが、昨年来から

この事業について見直しも考えているということでおっしゃっていただいた

んですが、現在はどのように今後の方向性についてお考えか伺います。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　まだ具体的なお話はできないのですが、

今の緊急通報システムと、今後どういったシステムを取り入れるかまだ決定

していませんが携帯のアプリを使ったものになるのか、家庭用に新たに設置

できるようなシステムを設置していくのか、そういった現行のままシステム

も活かしつつ新しいものを取り入れていきたいということで調査研究してい

く段階に入っていますので。使う方が高齢者ということもありますので、な

るべく使い勝手がいいと言ったら言い方悪いかもしれないですが、なるべく

お年寄りでも割と操作も簡単にできるような、そういったシステムを考えて

いきながら取り組んでいきたいと考えています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　システムを選定するにあたって経費のことももちろん

かもしれませんが、使われる当該高齢者の方々に何かどのような形でもいい

のですが、どういうものがいいかを伺う機会を設けるかどうか伺います。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　選定するにあたっていろんな機種がある

と思われるので、どういった機種がいいですかと聞くのもいいかもしれませ

んが、それが皆さんバラバラの意見になると、これもどのシステムを取り入

れるか判断に迷ってしまうこともあるので、総体的にどのシステムがいいか

ということを考えていきたいと考えています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 140、141 ページで質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 142、143 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 144、145 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　144 ページの負担金、補助及び交付金の下の方にあっ

た介護支援専門員業務支援事業負担金。こちら確か厚真町からケアマネさん

をお借りして事業を行っていたと思うのですが、こちらに関して今年度記載

が無かったのですが、どのような経緯だったか伺います。 

 

〔阿部国保介護担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　国保介護担当課長。 

○国保介護担当課長（阿部充幸君）　令和６年度ですね。厚真町の社会福祉協議

会さんからケアマネさんに支援していただいていた事業があったのですが、

社会福祉協議会の方で令和６年度末で居宅支援事業所を閉めるというお話が

ありまして、そこで予算的には令和７年度もうすでに落ちています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　では現状、派遣いただけなくなって現場の方は回って

いるのかどうか。不足はないのかどうかについて伺います。 

 

〔阿部国保介護担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　国保介護担当課長。 

○国保介護担当課長（阿部充幸君）　閉めると同時に幸いにも追分陽光苑さんの

方で１名ケアマネが常勤で就職されましたので、現在早来でケアマネ２名、

追分でケアマネ２名で介護の方のケアマネは不足なく順調に回っています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　では、その下で伺いたいのですが。入院給付費助成金

の部分で若干落ちているのですが、こちらの算定の仕方は昨年度実績での計

上なのかどうか伺います。 
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〔阿部国保介護担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　国保介護担当課長。 

○国保介護担当課長（阿部充幸君）　議員おっしゃるとおりです。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　こちらの制度、介護施設さんからかなり喜ばれている

事業だったかと思うのですが。不足があればもちろん増額されるということ

でよろしいですか。 

 

〔阿部国保介護担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　国保介護担当課長。 

○国保介護担当課長（阿部充幸君）　議員のおっしゃるとおりです。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

○２番（米川恵美子君）　144 ページの介護人材育成確保支援事業ですが、介護

職員人材育成確保対策交付金は何人分を考えてのこの予算になっているの

か。一人あたりにどういう目的で、いくら出しているのか。これ確か事業と

してやるには町長が町長になって間もなくの時点からこの事業を行われてい

ると思うのですが。それ以来の実績も伺います。 

 

〔阿部国保介護担当課長　挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君）　国保介護担当課長。 

○国保介護担当課長（阿部充幸君）　こちらの人材育成の部分ですが、介護学校

に就学される方に奨学金として２人分の予算を組ませていただいています。 

実績としては令和６年度に２名の方がこの制度を利用し、卒業後に追分陽

光苑に就職している部分です。 

あとこれに不随して栗山町との自治体包括連携協定を実際に 23 自治体と

連携していまして、追分高校を含む近隣の高校にも職員が出向いてこの事業

のメリットだったり介護の魅力を伝えて将来の職業選択肢として介護福祉分

野を考えていただけるような活動も合わせて行っています。今後もこのよう

な活動をとおして地元での人材発掘、高校卒業後の進学、Ｕターン就職とい

った一連の流れを確立して介護人材の安定的な確保にも業績が上がっている

ということです。 
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○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 146、147 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 148、149 ページで質疑はありませんか。 

 

〔鳥越議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　鳥越議員。 

○４番（鳥越真由美君）　149 ページの下の委託料ですが、オンラインプラット

フォーム運営業務委託料。これ昨年もだと思うのですが昨年の実績と、この

事業委託料が払われて、この事業がどこにどのように反映されているのか教

えていただきたいと思います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　オンラインプラットフォーム運営業務委

託料ですが、こどもの意見を聞くためのプラットフォームとなっています。

ここの委託料については、このシステムの構築運営に関わる委託料とか職員

に対する研修費といったものをお願いしているものでして、なかなか目に見

えたところではありませんが、その都度子どもの意見を聞く際にどのような

形で聞いていくかといったご意見もいただきながら運営していくような形と

なっています。 

 

〔鳥越議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　鳥越議員。 

○４番（鳥越真由美君）　このプラットフォームはＡＩによる子どもの意見を取

りやすくなるプラットフォームを運営するための委託料。わかりづらいとは

思うのですが、昨年ではこの委託料を使った事業の実績は目に見えたものは

ないのかどうかの確認をさせてください。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　令和７年度においては総合計画の関係で

子どもの意見を聞いてみようといったことで実施しています。このプラット
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フォームですが、その意見をＡＩを活用してグラフとか検証する際の資料等

を提供いただける形となっています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　まず今の関連で、同じ部分で伺います。総合計画の位

置づけにおいてこちら事業をやっているというご答弁だったのですが、こち

らはいつまで、何年先までこれを計上し続けていくのか。事業の目途はどの

ようなところが目途になるのか伺います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　現時点の考えですが、これからも子ども

の意見をさまざま取り入れていきたいと考えていますので、特段いつまでと

は考えていません。今後、何かしらこれに代わるようなシステム等がありま

したらそこでは検討していきますが、子どもの意見を取り入れるための何か

しらのものは必要と考えています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　やってみて検証してどうだったか、他にやり方がある

かを踏まえて予算計上などされていくことが当然必要だと思うのですが。そ

の成果が出たと位置付けるものが明確に示しづらいのかなとは思うのです

が、どのように担当課として、これから先ずっと続けていかれるとおっしゃ

っていただいたのですが、どうお考えか伺います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　ここのプラットフォームについては子ど

もの意見を吸い上げるというか各種、今年度であれば総合計画といったとこ

ろですが、そういう形で子どもの意見を吸い上げていくので、この委託料と

して増減はあるかと思いますし、システムとして何か他のもの、先ほどと重

なってしまうのですが、そういったことは当然やっていくのですが、なかな

か議員おっしゃられるとおり成果は出しにくいところではあるのですが、そ

の事業に活用していくためのプラットフォーム委託料とご理解いただければ

と思います。 
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〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　今後検証されていかれると思うので、町民の皆さんに

説明できるようにしていただけたらと思います。 

次、148 ページの下の日本型ＣＦＣＩ実践事業。こちら確か令和５年から

検証具現化とその先続けてきたと思うのですが、令和８年度についてはどの

ような事業を予定されているか伺います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　予算的なところで言いますと、まだまだ

ＣＦＣＩの理念を町民の皆さんに共有していきたいところが令和８年度の主

なところですが、予算的に言いますと講師謝礼を若干増額させていただいて

いるのですが、ここの研修を年１回から３回に増やしながら大人それから子

どもに対しても広めていきたい。まだ具体的なところに、個別にはあるとい

えばあるのですが、予算的にはそういったところにまだ力を入れていきたい

と考えています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　こちらも事業を実施されて一定程度年数経ったら一度

検証されるのかと思うのですが、その点含めてどのような計画があるのか伺

います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　具体的なというところは難しいのですが、

先ほどご答弁させていただいたとおり、まずはＣＦＣＩについて理解してい

ただくのが最優先と考えています。検証もどこまで広がったかも難しいとこ

ろではございませんが、ここをまず力を入れさせていただいて、その上でＣ

ＦＣＩの理念に基づいた個別事業が出てこようかなと考えています。 

今年度も教員対象に一度やらせていただいたのですが、この研修会を実施

することによって、やる前とやった後では理解は深まったなと実感がありま

すので当面このような形は続けさせていただきたいと考えています。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　ＣＦＣＩの関係なので補足させてもらいます。全国の
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自治体と一緒に検証自治体から実践自治体にステージが移りまして、教育委

員会でもＣＦＣＩあびらということで、今回も教育を伝える広報紙というこ

とでまとめていただいていますが、すでにＱ＆Ａで№５、５回目のこの発行

紙においても学校におけるＣＦＣＩとはどういうものなのかだったり、ルー

ルメイキングについての記述だったり、またＣＦＣＩのコーナーがわかりや

すく、これは冊子のようなものですが紹介もさせていただいていますので、

こういった形を続けていきながらＣＦＣＩの理念実現に向けて取り組んでい

きたいと思っています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 150、151 ページで質疑はありませんか。 

 

〔鳥越議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　鳥越議員。 

○４番（鳥越真由美君）　上の方の子ども家庭センターの件ですが。始まったば

かりの事業だと思うので実績といってもなかなかわかりづらい、どのように

ここに関わる、ここに相談しなければならない方々の利益になっているのか。

もし実態があればお知らせ願います。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　子ども家庭センターの関係ですが、令和

７年４月１日から設置させていただいていますが、その中で学校だったり教

頭先生だったり、担任の先生だったり。あと親御さんだったりといったとこ

ろから直接お話を聞く機会が増えてきている認識を持っています。 

その子ども家庭センターを設置して以来、私ども健康福祉課の子ども家庭

センターの担当の者と教育委員会の担当の者とが月１回ですが打ち合わせと

言いますか、資料を出し合いながら今後の取り組みをどうしていくかを打ち

合わせさせていただきながら現在進めさせていただいています。 

 

〔鳥越議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　鳥越議員。 

○４番（鳥越真由美君）　取り組みが進んでいるんだなと感じました。その上で

今回のこの予算ですが、今後もっと充実させていく予定があるかどうかの確

認だけさせてください。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長　挙手〕 
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○議長（多田政拓君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　令和８年度の予算自体は子ども家庭ソー

シャルワーカーということで現在１名いますが、予定ではもう１人受講させ

て資格を取得していただきたいということで予算を計上させていただいてい

ますが、今後状況を見ながら今回については旅費と資格に関わる負担金とい

うことでそういったソフト面しか計上させていただいていませんが、今後状

況によってはハード面も検討するようになるのかどうかですね。具体的に全

国的に言いますと、子ども食堂とか居場所づくりといったものが安平町とし

てニーズがあるのかどうかも調査をさせていただきながら、必要であればそ

ういった検討に入っていく構想も持ち合わせています。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　今後のことについてはなかなか述べづらいのですが、

一応現体制の見直しも含めて現時点ですでに教育委員会と健康福祉課の連携

だったり人員のやりとりをどうやっていくのが更に良い方向にいくのかの議

論はすでに行っていますので、単年度ではなくて長期的・中期的な視野の中

で睨みながらそういった配置も考えていきたいと思っています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　150 から 151 ページに跨がる子育て支援費のところの

児童館運営経費ですが。昨年よりまた増額なんですが、これは要因としては

利用される児童が増えたのか、それとも単純に物価高騰や労務費単価の高騰

だけが跳ね返っているのか、その点について伺います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　児童館の指定管理業務委託料ですが、議

員さんおっしゃられるとおり人件費の増額それから物価高騰の要因もありま

すが利用者数も増えていまして、そこの配置人数の見直しを行っています。 

児童館、早来と追分でありますが、予算計上額で言いますと早来側が 630

万円ほど、追分が 360 万円ほど増額という形になっています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 
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〇７番（三浦恵美子君）　では、こちらはかかる分かかるだけ頭打ちなく、増え

ればかかっていくという認識でしょうか。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　増えれば増える分というのも難しいとこ

ろですが、当然事業をやっていく上で必要とあれば増額となりますし、そこ

についてはそれぞれ児童館の指定管理業者と協議の上に決定していく。町側

としてこういったことをやってほしいということもありますし、指定管理者

の方からそういった要望もありますので、そこを協議の上で増やすのか減ら

すのかは協議していきたい。ただ、単純に要望があったから増やすというこ

とは現在もしていません。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 152、153 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 154、155 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 156、157 ページで質疑はありませんか。 

 

〔梅森議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　梅森議員。 

〇11 番（梅森敬仁くん）　11 番梅森です。私からは２点お願いしたいのですが、

まず第１点目。156 ページの中段よりちょっと下に工事請負費いわゆるあび

ら追分クリニック改修工事とあります。説明受けたのですが、一応地元の方

にとっては大変注目の予算付けとなっていると思います。2100 万ですが、最

初にこの内訳というか詳しい説明をお願いします。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　工事請負費のご質問だったと思うのです

が、こちらについてはあびら追分クリニックが対象になっていまして、エレ

ベーターのリニューアル工事を予定させていただいています。エレベーター
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は現在２機あるのですが、受付の奥側というか入口に入って左手側にあるエ

レベーターが耐用年数が来るということがありまして、こちらの１機を工事

させていただくことになっています。 

その他、これもあびら追分クリニックですが、こちら現在井戸水を使って

運営されていますが、こちらの直圧の給水、水道水を使った工事に切り替え

るということで、こちらを予定させていただいています。 

 

〔梅森議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　梅森議員。 

○11 番（梅森敬仁君）　一応３階建ての非常に老朽化している建物であるという

認識を持っていますが、今後も地元の方のためにしっかりとした建物にしな

ければいけないということで、改修工事いろいろな点上がってくると思うの

ですが、今後の予定があるのであればお聞かせ願いたいのですが。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　今後の予定ですが、建物自体も建設から

年数も経過し 37 年ほどになるかと思うのですが経過をしているということ

で、建物でいけば全体的な改修が将来的に予定されるものではないかと考え

ていまして。 

その他、今ですとこれから予想されるのがエアコンの設置とか、それに伴

うキュービクルといった取替工事といったものを恐らく予想できる工事にな

るのではないかなと思います。 

あと建物の関係でいけば一般的には屋根、屋上とか外壁とかそういったも

のも将来的には出てくるのではないかなということで予測しています。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　こちらについては今、小板橋課長が答弁したことが概

要です。２階と３階もある大きな施設になっていますので、利活用の方向性

だったり、そういったことも協議していきながら整備をしていく。エアコン

についても事務室はすでに暑いこともあったので、これはすでに設置させて

いただいていますので、全体的なことの電力の消費の関係でキュービクルと

先ほど話がありましたけれども、これは実施計画の中で計画を立てながら町

の財政状況とも鑑みながら計画的に改修だったり修繕等を行っていかなけれ

ばならないということで、病院側サイドとも定期的に情報共有、情報交換し

ながら進めさえていただいているところです。 

 

〔梅森議員　挙手〕 

 



‐ 37 ‐

○議長（多田政拓君）　梅森議員。 

○11 番（梅森敬仁君）　地域にとっては大事な機関ですので、しっかりと今後も

維持管理に努めていただきたいと思います。 

それでは２点目ですが、同じ 156 ページの一番下の欄ですね。看護師等雇

用確保助成金ということで、以前私提案させていただいて３年までという括

りがあったのですが、それを撤廃していただいたということで。しかもナー

スだけでなく歯医者さんの衛生士の方とかも含まれるということで非常に手

厚い支援活動だなと感じていますが、これによって現在ナースの方、歯科衛

生士の方、これ充足されているのかどうか。現状についての説明をお願いし

ます。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　看護師等の雇用の関係ですが、現在あび

ら追分クリニック・渡邉医院・早来ファミリー歯科・日野歯科それとひまわ

り歯科の５つが該当していまして、それぞれ上限２分の１以内とかで設けて

いますが、それぞれ医療機関でこの助成制度をうまく活用されて、満足され

ているかどうかは別の話になるかもしれないですが、上手にこの助成制度を

活用されて申請されて看護師とか歯科衛生士、放射線技師といった方々の雇

用につながっていると考えています。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　これまでも積み上げながら制度の充実と拡充を図って

きたわけです。先般の医療懇談会を開催した時には、例えばマイナンバーの

更新だったり機器のカードリーダーみたいな細かなものも一応対象事業に加

えるなど、これは歯科医の部分でしたが、柔軟な対応に要領といった内規も

見直しながら対応もさせていただいています。予算はその範囲内です。 

ただ、課題としては診療法の改定があって、この２年間大変なことがあっ

たということで今国の方で見直しするという情報は共有していますが、８年

度、９年度がそれによってどういうふうに経営状態が改善されるのかといっ

たことも見極めていきながら対応していかなければならないことだと思って

いますし、また追分クリニックは町の方に施設を移管されたので町の方で維

持補修等を行っていますが、渡邉医院については民間の方で建てられたとい

うことでその償還の関係でも大変だということを受けていますし、その対象

が追分クリニックと全く一緒ではないわけですので。そういったところでの

バランスだったり課題は現状まだありますので、一つ一つ課題解決に向けて

病院側とまた歯科医も含めて協議を定期的に積みながら、よりよい安平町の

医療体制の構築を目指していきたいと考えています。 

 

〔梅森議員　挙手〕 
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○議長（多田政拓君）　梅森議員。 

○11 番（梅森敬仁君）　次に 157 ページに移りますが、いわゆる医療バスですね。

1000 万強、毎年つぎ込んで１日４往復してもらっているのですよね。通院だ

とか入院患者さんの家族、お見舞いその他も利用できますということで入院

病棟が無くなった我が町にとっては非常に有効な手立てかなということで考

えていますが、この利用実態についての説明をお願いします。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　利用実態ということだったのですが、今

手持ちの資料、人数が月に 20 名から 30 名乗っていると記憶はしています。

運行を始めてから停留所を変えたり、当初少なかったのですが同じ早来なら

早来でも停留所も増やしつつ対応していただきながら運行していただいてい

ますので、非常に喜ばれているのではないかといった認識を持っています。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　利用者の数に変え難い部分があるかと思います。当初

はコロナ禍で病院側が家族の方のお見舞いとかを制限していたところがあっ

た。今はそういうところが緩和されてきたので、やはり高齢の方の入院がい

いわけですから、その介護をする例えば旦那さんだたり奥様が免許を持って

いない方も増えてきていますので、そういった意味においても非常にありが

たいという声もいただいていますし、逆に東病院から追分クリニックに来る

専門の先生もバスも利用しながら来たり、帰ったりするということですので

町民だけではない有効活用もすでにさせていただいています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 158、159 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　158 ページの委託料の部分で、健診の関係ですが減額

になっている項目が何か所かあると思うのですが、そちらの減額要因、実績

ベースなのだとは思うのですが、要因と理由の点について伺います。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長　挙手〕 
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○議長（多田政拓君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　委託料ですが、まず大きく減っているエ

キノコックスの関係ですが、こちら令和７年度においては全町民が対象とい

うことで金額も多く見込ませていただいて、去年エキノコックスで 249 万

5000 円だったのですが、今年はまた５年に１度という全町民対象から外れま

すので、例年やっています小学校３年生以上の町民を対象とした 55 名分のみ

の計上で金額は大きく減っている状況となっています。 

他の総合バス健診とかセンター健診も単価が上がっている部分があります

が、実績ベースを見込んでの人数ということで若干金額は減額となっていま

す。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　特段このバス健診とセンター健診についてですが、実

績ベースということで昨年度よりも何か減らしたとかそういうことがあるわ

けではないという認識でいいのかどうか。もし増えたら増額して予算計上さ

れるのか。その点について伺います。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　あくまでも当初予算の部分ですので前年

の決算ベースで計上させていただいていますが。いい方向で受診者が増えて

予算が足りなくなるようであれば当然ここは補正も含めて考えていかなけれ

ばならないということで。大体毎年３月あたりにこの健診の部分は整理させ

ていただく、減額補正をさせていただいていますので、今年度でいけばほぼ

実績ベースなのでそんなに数字の増減はないのかなという見込みで計上させ

ていただいています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 160、161 ページで質疑はありませんか。 

 

〔鳥越議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　鳥越議員。 

○４番（鳥越真由美君）　160 ページの一番下の産後ケア事業委託料ですが、こ

ちら実績と評価を教えていただきたいです。 
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〔小板橋健康福祉担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　産後ケアの関係でご質問いただいていま

すが、こちらについては実績というお話があったのですが令和７年度まだ継

続してご利用中の方もいらっしゃるので令和８年１月末現在の数字でご回答

したいと思いますが、利用人数は 16 名となっています。 

利用回数ですが、これも令和８年１月末現在、訪問型で延べ 30 回、通所型

で 45 回ご利用されています。ちなみに千歳市に３か所、苫小牧市に１か所と

契約させていただいている内容となっています。 

 

〔鳥越議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　鳥越議員。 

○４番（鳥越真由美君）　すごくいい事業だなと思っていまして。最近、割と乳

幼児というか私の住んでいる周りでも赤ちゃん連れている方が増えてきてい

るので今後もこの回数、今は回数制限みたなのがあると思うのですが、ご本

人のもう少し使いたいというものに対して予算を増やしていけるかどうかの

可能性だけお願いします。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　今現在、今月いっぱいを回答期限として

現在ご利用されている方にアンケートを取らせていただいています。そのア

ンケートの内容ですが、今 10 回まで使えますという制度ですがこの 10 回が

多いのか少ないのかといったご質問だったり、実際に使ってみてどうですか

といった、簡単ではありますが利用実態の声をこちらの方としても実際に使

われてみての感想も含めて把握したいところもあってアンケートも実施させ

ていただいていますので、その状況を踏まえて現在先ほど言いましたが 10

回という制限がありますが、多いのか少ないのかも含めてそういった声も拾

いながら含めながら今後に向けて検討する余地はあるのかなという考えで

す。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 162、163 ページで質疑はありませんか。 

 

〔鳥越議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　鳥越議員。 
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○４番（鳥越真由美君）　ずっと前に言ったかわからないのですが、163 ページ

の清掃業務委託料にあたるのか、墓地等管理業務委託料にあたるのかわから

ないのですが、追分斎場の建物の裏にお骨の箱を置いていかれる方が現在も

いるのではないかと思っていまして、お墓に収めた後にどうしていいかわか

らなくて、１個置かれると同じところに建物の後ろに置く。それを見かねて

清掃業務として運ばれているのか。もう感情から言うとごみに捨てるのはい

かがなものかと思う方が多いのかなって思っていまして、本当は檀家さんと

か持っている方だったらそちらで引き取ってもらうというのがあると思うの

ですが、そういうふうに今後、この墓地管理業務委託料とか清掃業務委託料

というのは動いていく可能性があるものなのか確認させてください。 

 

〔佐々木生活環境担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　今ご質問の中で骨箱というお話がありま

したが、遺族の方の感情からしてみるとお気持ちはこちらとしても重々わか

っています。 

ただ、処分することを言いますと、仮にこちらの方でということになりま

すとそのごみの種類、ごみという言い方はよくないかもしれないですが、そ

ういう形で処分するということになってしまうのが現状です。 

 

〔鳥越議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　鳥越議員。 

○４番（鳥越真由美君）　考え方としてはこの清掃業務委託料の額では入ってい

るのか入っていないのかなのですが。であるならば、まるで置いていいよみ

たいになっているところを撤去するとか、置けないような状況にしていくべ

きではないかなと思うのですが。でなければこの委託料の額を増やす必要が

あるのかなと思うのですが、いかがですか。 

 

〔佐々木生活環境担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　斎場の清掃の委託料については当然周辺

の清掃も含まれますが、メインとしては斎場の中の清掃の委託料ということ

です。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　ちょっと質問の内容についてはデリケートな部分もあ

りますし、これまでもそれぞれ制度的な部分とかルールの中でいくと扱いが

どうなのかといったことを配慮した形で処分したくても最終的には処理を同
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じものとして廃棄物の処理等のルールに基づいてやらざるを得ない。それが

例えば間接的に違うところの宗教的な配慮をするところの会社でやってくれ

たとしても、そこで最終的にはそこのごみとして出すということも実態とし

てはある問題ですので。そこが目に付くところでの配慮をまずやるのが一番

かなと。そういった各町内のお寺でのやり方も我々情報的には集めて、そう

いった話もさせていただいていますが。いかんせん今みたいな問題が残って

いく、でもそこは適切に対応したいと思っていますが、なかなかここで予算

を管理費に増額してやるということも難しいと。そこでやったとしてもその

処理が同じような処理の仕方になってしまうところもありますので、そこら

辺については当初の今ご指摘の部分をきちんと配慮できるように心掛けてい

きたいというお答えになるかなと思います。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 164、165 ページで質疑はありませんか。 

 

〔鳥越議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　鳥越議員。 

○４番（鳥越真由美君）　164 ページの補正の方でもお聞きしたのですが、ごみ

収集業務委託料、戸別のやつですね。説明では最初早来の２世帯から始まっ

て現在遠浅の 12 世帯まで増えていると。これは今後どの程度まで増やしてい

く予定なのか。基準はどこで、戸別になるかならないかがお知らせいただけ

ればありがたいですが。 

 

〔佐々木生活環境担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　まずどこまで広げるかというご質問です

が、現在試行ということで早来地区から始めています。このエリアについて

は全町に最終的に広げまして、まだしばらくの間は試行にはなるかと思いま

すが、最終的には安平町全域ということで考えています。 

対象の方ですが、一応うちの方で要領を作っていますが、まず対象となる

方については町内に居住し、自ら身体だったりそういった関係でごみステー

ションまでにごみを運ぶことが困難な方を対象としています。条件いくつか

あるのですが、介護保険制度による要支援１から要介護５に認定されている

方、身体障害者手帳の１級から３級の交付を受けている方、療育手帳の障害

程度がＡ判定の交付を受けている方、精神障害者保健福祉手帳の障害程度が

１級の交付を受けている方、身体等の状況がそれぞれ今ご答弁いたしました

方たちに準じている状態と認められる方とか、あとは町長が特に必要と認め

る方を対象として実施しています。 
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〔鳥越議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　鳥越議員。 

○４番（鳥越真由美君）　これはご本人の手上げ方式なのかが１点と、今 12 世帯

ですよね。このごみの収集業務委託料が去年91万9000円で今回が120万1000

円の予算。12 世帯で 120 万ということになると思うのですが。これはすごい

金額だなと思っていて。120 万の内訳を教えていただければなと思います。 

 

〔佐々木生活環境担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　まず令和７年度については 12 世帯を対象

に試行を行っています。新年度の予算については現在の 12 世帯プラス今後、

今早来地区の街中から遠浅方面までは対象の方を拾いまして試行を行ってい

まして、新年度は安平方面まで広げたいと考えています。 

対象者については手上げ方式というか、地域包括支援センターと連携しな

がらその中で対象となるような方のリストをリストアップしていただいてい

る状況です。 

委託料の積算については件数というよりは回っていただく方の人件費です

ね。人件費・車輌代あと件数によって時間が例えば１時間で終わるのか２時

間で終わるのか。回るルートはあれですが、その対象となる方たちの距離数

とか、そこらへんを計算かけて積算しています。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　こちら結構年数がかかったのです。それはやはり車輌

を確保する、大きな車輌ではないですけど、あとは人を確保する。最初のエ

リアは狭く設定して、もっと希望者が多いのではないかとエリアを狭めたの

です。その際中にエリアを拡大して、それでも 12 なので。ですから実際その

家庭に毎日行くわけではないですから。全てのごみをその家庭に行って収集

してきてこっちで分別するという方式なので、まだ同じ体制でまだまだ受け

入れることは可能だなと思っていますが、ただそれが試験的にやっていると

いうのは制度がきちんと熟知されて浸透しての 12 世帯なのかそうではない

のか。その見極めもありますので、例えば人員を増やすとか台数を増やすと

いうことになってくると、なかなかそこは維持できるサービスではないと思

っていますから、そこら辺の試験的に先ほど佐々木課長が言ったような利用

者の範囲を、もうちょっと体が不自由の度合いを見直ししていくといったこ

とをしていきながら制度完成まで持っていきたいと思っていますから、まだ

追分の方は開始していませんので、そうなってくるとまた全町域の移動距離

も出てきますので、そういったところで少しずつではありますが来年度につ

いては早来を超えて遠浅とか安平といったところも含めてまた試験的にやっ
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て、その分析に基づいてまた取り組みを進めていきたい。ですから今一世帯

あたりの費用は高額だなという印象はあろうかと思いますが、そこについて

はそういった理由だということでご理解いただければと思います。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

 

○議長（多田政拓君）　審議の途中ですがここで午後１時まで休憩します。 

 

 

休憩　午後　０時 00 分 

 

再開　午後　１時 00 分 

 

 

○議長（多田政拓君）　午前中に引き続き会議を開きます。 

歳出 166、167 ページから再開します。166、167 ページで質疑はありませ

んか。 

 

〔内藤議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　内藤議員。 

○９番（内藤圭子君）　166 ページの一番上の合併浄化槽なのですが。これはい

つも聞いていて今回は７人槽５基分の計画のようですが、お知らせの仕方が

足りないかなって、この間会った人たちもこの制度を知らなかったし、対象

者が非常に限られているものなので、これからのお知らせの方法を改善する

余地があるかどうかをお願いします。 

 

〔佐々木生活環境担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　佐々木生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　お知らせの方法がわかりづらいというご

意見があるようですので、広報紙・ホームページを含めた周知方法について

は内部で改善の余地がないのかを検討したいと思います。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

○２番（米川恵美子君）　167 ページの一番下、保護猫活動支援事業。負担金、
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補助金及び交付金となっていますが、この活動している団体の名前と団体の

活動の内容を細かく詳しく教えていただきたいと思います。 

 

〔佐々木生活環境担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　ご質問の新年度予算で計上しています予

算については、どこの団体ということではなく募集をかけまして保護猫活動

を実施している団体に対して町の方で助成を行いたいという内容の経費にな

っています。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

○２番（米川恵美子君）　現状としてはどこがどんな活動をしているかっていう、

そういう団体の名前とか人数とか活動方法とかは町としては把握していない

のですか。把握していない中でこの 15 万円という予算を計上した根拠は何で

すか。 

昨年、課長もご存知のとおり猫の死骸の始末のことでお電話して苦情があ

ったと思うのですが、そんなことも踏まえて野良猫による被害というか迷惑

を被っている方が何度も私のところに相談に見えています。そうした中で野

良猫の保護活動をしている、そのやり方に問題がないかなと思ってね。もし

もそれ問題が見つかった場合は町として指導していただくのかどうか。そん

なこともずっと私は心配していたのですよね。 

それで今回 15 万円もの予算が付いていますので、それのどこにこの予算を

交付するのか、この金額の根拠は何なのか、はっきり伺いたいと思います。 

 

〔佐々木生活環境担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　新年度予算ですのでどこの団体にと、先

ほど答弁したとおり募集をかけましてということですので、どこの団体にと

いうことではありませんが、保護猫活動を実施している団体ということです

が当然団体、例えばＮＰＯ法人でしたら定款等がありますので、そちらを確

認した上で助成の判断をさせていただきたいと考えています。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

○２番（米川恵美子君）　今の答弁おかしくないですか。予算 15 万付けているん

ですよ。それでどこの団体が保護猫活動をしているのか、そういうことを把

握しないで予算を付けているのですか。予算を執行する場合どういうふうに

予算を執行するのか。もしも野良猫を見つけたら、その野良猫によって迷惑
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を講じているその人が役場にでも通報したらどこかの団体にその猫の処分と

いうか処置をしていただけるように役場の方では計らうのですか。そういう

ことも含めた上での予算の計上でなくてはならないと思うのですよね。どこ

の団体が、誰が保護猫活動するのかっていう、そういうこともしっかりとわ

からない中で予算を付けていくのはおかしくないですか。大体、予算を執行

する場合、その予算を交付する先とか金額とか、それは大体役場の方では決

めておかなくてはならないのではないかと思うのですが。 

現に昨年、課長も猫の死骸の処置について私もお願いしましたが、他の方

からもお願いが行ったりして処置に困っただろうと思うのです。電話での対

応を思い出すと役場も担当も大変だなとは思っています。でも、こうやって

予算が付いたからにはそこのところも皆全部しっかりと考えた上で予算を付

けて交付すべきではないかと思うのですが。ですからこうやって聞いている

のです。もし、野良猫で迷惑を被っている人がいる場合はどうします。役場

としてこうやって交付金出すぐらいなんだから、それについての処置の先と

か処置してくれる、処置の方法とか全部考えた上で予算計上して交付するの

ではないですか。毎年のことで野良猫が餌を貰って、そしてその野良猫の雨

風を凌ぐようなところまで作った人がいるのですよね、現に。そこのご近所

の人は野良猫の被害をずっと何年も我慢しながら処置してきているのです

が。それに対して今そういう苦情を聞いているからこそ私今質問しているの

ですが。それに対してのはっきりしたお答えがないってのは役場としてもこ

の予算の計上の仕方おかしくないですか。野良猫の被害に遭っている方、今

テレビでしっかりと様子を見ていると思います。いかがですか。 

○議長（多田政拓君）　米川議員に確認させていただきます。今ここの説明欄に

書かれているとおり、今回の予算の計上については保護猫活動という活動自

体に対する予算付けですので、猫の被害に遭った人の補償とかその対策とは

また別の問題ですので。その辺はご理解していただきたいと思います。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　どうぞ。 

○２番（米川恵美子君）　私も別に猫の被害があるからそれを補償してくれとか、

そういうことは言うつもりもありませんし、今も言ったとは思っていません。

ただ、野良猫を保護するからには周りの方が迷惑にならない形で保護する。

予算計上するからにはそれぐらいのことはしていただかなくてはならないの

ではないかなと思うから今質問しているのです。 

○議長（多田政拓君）　再度、議長の方からお話ししますが、保護猫は野良猫と

は限りませんので。よくその辺は理解していただきたいと思います。答弁で

きることありますか。 

 

〔田中副町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　副町長。 

○副町長（田中一省君）　保護猫活動のこの予算の立て方なのですが、過去に令
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和６年の時に 30 万、その中には去勢の関係で７匹分、そして団体運営費５万

円分で 30 万円組みました。ただ、その実績というのがそれぞれ７年度の時に

は出てこなかったと。でも８年度今回、新年度予算については一つの団体だ

けでなくて保護猫活動を公募してそのＮＰＯであれば定款を見ながら適正か

どうか補助金の交付団体として認定して指揮をしていくということですの

で。ここの部分でどこの団体なのかということではなくてＮＰＯ法人につい

ては過去の経緯から答弁の中でも行っていますので、そういう団体等が公募

してくれば、また定款を確認しながら行っていく形です。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○２番（米川恵美子君）　すみません、４回目ですけどお願いします。 

〇議長（多田政拓君）　どうぞ。 

○２番（米川恵美子君）　今、副町長からご説明受けたのは私も承知しています。

30 万円から 15 万円になったということも、不妊手術をするということも考

えた上での活動をしていることも、全部承知の上で質問しているのですが。

そうしましたら別にＮＰＯでなくても、もしも個人が捕まえて不妊手術する

とかってことをした時にこの交付金はいただけるのか、執行していただける

のか。今の段階では別に一つの団体だけを考えてのこの交付金の計上ではな

いってことなのですね。そうしましたら誰でも個人的にでも捕まえてそうい

う処置をするとなった時には交付していただけるのか。そういうことにはな

りませんか。 

 

〔田中副町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　副町長。 

○副町長（田中一省君）　あくまでも今個人的な部分って言いましたが、ここは

団体交付金ですので。その団体がきちんとしたその団体の組織としてどのよ

うな形の規約だとかという部分の定款がなければ、そこで確認をしながら適

正な要件に当てはままっているかでこの団体交付金を交付していくという形

になります。 

○議長（多田政拓君）　よろしいですね。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○２番（米川恵美子君）　お言葉ですが、いいですか。 

○議長（多田政拓君）　ご理解していただけませんか。 

○２番（米川恵美子君）　はい。後で個別に伺います。 

 

○議長（多田政拓君）　他に質疑はありませんか。 

 

〔内藤議員　挙手〕 
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○議長（多田政拓君）　内藤議員。 

〇９番（内藤圭子君）　167 ページの真ん中ら辺の委託料ですが。再生可能エネ

ルギー導入。これはゼロカーボンの重点対策のところの委託料だと思うので

すが。まずはこれをやるのはどこなのかお願いします。 

 

〔佐々木生活環境担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　委託先ということでよろしいですか。令

和７年度については株式会社エイコーエナジオさんと委託契約を締結してい

ます。新年度についても今回、環境省の重点対策加速化事業採択になりまし

たのもエイコーエナジオさんのお力添えがあったものと私ども理解していま

すので。こちらの事業、今回環境省の採択になった事業を進めていくわけで

すが、今後も最終的に一つの目安として 2030 年の方を地球温暖化対策実行計

画への区域施策編を目標としていますが、ここが一つの目安になるのかなと

思いますが、最終的に 2050 年のカーボンニュートラルを目指していくわけで

すので。その時の状況にもよりますが、一つまず 2030 年を目途、最終的に

2050 年という形で引き続きエイコーエナジオさんの方にご協力していただ

ければというふうには考えています。 

 

〔内藤議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　内藤議員。 

○９番（内藤圭子君）　去年もこれ、いつまで委託をするんだということで、い

つかはわからないというお答えだったのですが。今回 2030 年のカーボンニュ

ートラルの町の計画をここにまず第一目標としているので、そこまではエイ

コーエナジオさんと一緒にやっていくと考えていると思っていいでしょう

か。 

 

〔佐々木生活環境担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　まだ先のことですが、今現在としてはそ

う考えていますが、今後目標が例えばうちの町で短く達成できるということ

があればまた、その時は考えなければならないのですが。一応目安としては

そのように考えています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 168、169 ページで質疑はありませんか。」 

 



‐ 49 ‐

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　168 ページの、ここで聞いていいかあれなのですが、

６目公害対策費の空家対策事務経費で空家住宅活用助成金というのが無くな

った気がするのですが、その無くなった理由を伺います。 

 

〔佐々木生活環境担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　こちらの事業ですが、令和６年度まで実

施していました。令和７年度については家賃補助の助成７か月分。こちら 14

万円になるのですが、予算計上をしていましたが、一旦今回の事業を取りや

めましてゼロカーボンの実現に向けて戸建て住宅向けの助成制度について今

後検討していきたいと考えていますので令和８年度についても予算計上して

いない状況です。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　こちら使われた方はいらっしゃったのでしょうか。 

 

〔佐々木生活環境担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　令和６年度の実績、今手持ちがないので

すが、令和７年度については先ほど答弁したとおり家賃助成の方ですね。こ

ちらが７か月分ですので 10 月までが対象となっていましたので、その分は支

出させていただいています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

○２番（米川恵美子君）　168 ページの（３）空家対策事務経費ですが。この空

家対策協議会というのは、どういうことをする委員会ですか。 

 

〔佐々木生活環境担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　こちら特定空家として認められるような

事案が発生する恐れがある場合について協議会を開催して、そちらの方で協
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議するような委員会となっています。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

○２番（米川恵美子君）　特定空家というのは。具体的に空家はたくさんありま

すが、その中で特定空家というのはどういう空家を指すのか。長期間家の管

理をしていない空家がありまして、草ぼうぼうだったりとか、うちの近所だ

ったら最近だったらオコジョがうろうろするような状態で、明らかに空家だ

からかなという心配がされる環境になっています。ですからその空家を管理

していただきたいとお願いする場合、個人個人が役場にその持ち主さんの関

係者を探して連絡をしていただくとかそういうことになるのか、それとも役

場に言えばこの協議会の中で何らかの対策をとっていただけるのかも含めて

伺います。 

 

〔佐々木生活環境担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　まず特定空家ですが、わかりやすく言い

ますけど、倒壊するような恐れがある空家のことを言いまして。ただ単に空

家というだけではなくて、放置することによって倒壊する恐れがある場合の

空家についてこの委員会を開いて協議するということです。 

それ以外の空家の関係の苦情というか周辺が整備されていないといったも

のについては町の方で所有者を押さえられている場合については所有者の方

に通知するなどの対応をしています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 170、171 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 172、173 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 174、175 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 
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○７番（三浦恵美子君）　174 ページの真ん中より下の 18 節負担金、補助及び交

付金の部分に昨年あったと思われる機構集積協力交付金 97 万 5000 円が無く

なった理由を伺います。 

 

〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　これまでこの機構集積協力金については長

い間計上させていただいたのですが、実際の農業者さんの利用が実は実際無

い状況です。ただ、予算計上はしていないのですが、農業者さんの申し込み

によっては補正対応させていただきたいということで当初からは予算を落と

したところです。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 176、177 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　177 ページの真ん中にある負担金、補助及び交付金の

土壌分析推進事業費補助金。こちら若干減額になっているのですが。こちら

減額理由としては使われる農家さんの件数なのか面積なのか、その他要因が

あるのか伺います。 

 

〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　端的にお答えしますと、これまでの利用実

績から今回減額しているものです。 

ちなみに令和８年については 550 点分の土壌分析を計上していますが、令

和７年については 700 点でした。これまでの実績が令和５年が 453、令和６

年が 446 ということで、過去の実績の平均を見ると今回の 550 点についても

余裕のあるものと認識しています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　こちらも上回るようでしたら補正対応をされるのでし

ょうか、伺います。 
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〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　そのように考えています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 178、179 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　179 ページの下の方、有機農業推進事業の負担金、補

助及び交付金が100万から50万に減額した部分の減額要因を伺いたいのです

が、お願いします。 

 

〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　基本的には団体との協議による要望にもち

まして予算計上させていただいています。中身については要望に基づく金額

となっています。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　これも以前オーガニックビレッジ宣言の関係でもお話

しましたが、緑の農業のシステム戦略の関係で有機の取り組みについて５か

年間、補助制度も活用しながら推進をしてきた。その期間が満了して町独自

で活動に対する支援を引き続き行っていきたいということで金額的には減っ

ていますが、これまで同様の活動を後押ししていきたいと考えています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　例えば国庫補助は切れましたが、団体さんからの要望

があればまた額を引き上げるような、そのような措置が取られるのかどうか

伺います。 

 

〔及川町長　挙手〕 
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○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　最初の計画した時点では視察研修も行いながら、逆に

今さまざまこのオーガニックフェスティバルというのもこういった地元の団

体だったり、また町外の協力団体の主催によって年１回ではなく複数回開催

してきた実績もありますので。逆に安平町の取り組みを他の地域に逆に発信

していくようなといったことの評価もいただいていますので。当然必要に応

じて団体とは協議しながらやっていきますが、固定的にずっと補助金を上増

しするという考えには今の段階ではなっていないと理解しています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

○２番（米川恵美子君）　178 ページの使用料及び賃借料のところで、ヒグマ出

没情報共有システム使用料ですが。ヒグマ出没した時は情報共有というので

すけど、どういうふうにどちらに情報共有を、狩猟免許持っている方たちに

情報をお知らせするのか町民全体にお知らせするのか。当然昨年出没して追

分の町の中を横断した例がありまして。適切に私はその時は広報をされたと

思っていますが、今後のことも、熊の出没があることも想定した上でどうい

うふうに情報を共有されて町民の安全が守られるのか。 

それから狩猟免許を持っている方はどれぐらいいらっしゃるのか、それも

伺います。 

 

〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　まずこの予算書に計上されている２万 5000

円はヒグマップと呼ばれるもので、安平町のホームページに位置情報と出没

地点を掲載するシステムになっています。まずこの予算計上分に関してはそ

うなっています。一般的な郊外地に熊が出た場合についてはこのヒグマップ

を使いながら幅広く町内外の方に知らせるという行為と、近隣住民の方・自

治会長等に直接電話をしてお知らせしている状況になっています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 180、181 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 
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〇７番（三浦恵美子君）　180 ページの上の方に昨年度あったと思うのですが、

草地畜産基盤整備事業負担金があったと思うのですが、こちらも実績が無い

ことによって落としたものなのか、その他に要因があるのか伺います。 

 

〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　去年まで計上していた今議員のおっしゃる

事業については、北海道農業公社さんが事業主体で実施するものに対する負

担金として町が支出したものですが、令和４年から７年までの期間での事業

実施でしたので、今年度の計上はありません。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　では、事業が終わったので今後は出てこないというこ

とでよろしいですか。 

 

〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　一旦一区切りで、この事業の国の制度に基

づいてはまた出てくる可能性もあろうかと思っています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　別なところ。こちらは毎年伺っているのですが、耕畜

連携支援事業補助金ですが。対象については例年どおり変化がない事業なの

か伺います。 

 

〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　例年と変化はありません。酪農業と子牛農

家によって実施されるものになっています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　確か以前、農協さんからの要望があれば変わっていく

かもしれないっておっしゃっていたのですが、そのような要望は今のところ

出てきていないという認識でしょうか。 
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〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　以前、決算委員会か何かでも高山議員のご

質問にご答弁した経過がありますが。実際、農協さんから要望があがってい

ないことは事実ですが、非常に以前からのお話が畜産業に広げてほしいとい

う趣旨と思っていますが、畜産業でデントコーンの使用が無いという農協さ

んのお話も伺っているところです。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　例えば今物価高騰、去年も高山議員からもおっしゃら

れたかと思うのですが、物価高騰とかの関係で安い飼料を使いたい部分でこ

ちら需要が出てくる可能性があるので、その時は一考の余地ありということ

でよろしいですか。 

 

〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　現状のなかの酪農と子牛農家にやる取り組

みを現在は継続していきたいと思っています。なおかつ、なかなか単純にお

答えできない部分もあり、結局使う側と作っていただけるバランスのことも

ありまして、幅広にしていくとどうしても薄まる中身もあるものですから、

その辺についてはＪＡさんとも十分協議しながら進めていくしかないのかな

と思っています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

○２番（米川恵美子君）　181 ページの７番の報償費のホッカイドウ競馬協賛賞

品ですが、これは 10 年ぐらい前から何度か参加させていただいた門別の競馬

場で優勝馬に対する賞品授与のことですね。その頃から金額が変わっていな

いのですが。物価高の中でこれで生産地としての安平町アピールできるよう

な賞品を送ることができているのでしょうか。 

 

〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　確かに議員おっしゃるとおり、ここは高け
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れば高いほど良いのは間違いないと思っているのですが。客観的な指標です

が、これは今一日まるごと安平町のパワフルデーということで一日安平町の

協賛レースで販売させていただいています。その中の４レースをこの協賛事

業として賞金を提供しているということで、非常にホッカイドウ競馬からは

安平町のこの取り組みに対しては、お金の大小ではないですが高い評価をい

ただいていると。 

一方、ネットで地場産を申し込んで抽選で当たるものに関しても年々申込

数がかなり増えている状況でして、５、600 件の申し込みがあるということ

では、この金額の協賛事業と答弁はズレるかもしれないですが、ホッカイド

ウ競馬から非常に高い評価をいただいている状況になっています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 182、183 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　182 ページの下の町道整備事業の負担金、補助及び交

付金ですが、どこの農道の整備事業なのか伺います。 

 

〔塩谷土木公園担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　こちらは主要施策の予算等説明資料の 83

ページにも書いているのですが、向陽地区になります。 

過去に、平成２年に団体営という事業を使って 650ｍほど舗装されている

道路になります。今回残りの部分が約１ｋｍ、1090ｍですが、こちらは未改

良ということで砂利道であるということから地域から何とか舗装してほしい

という要望が高く、今回この事業を行うこととなっています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　では、今回の事業でその道は完了できるということで

すか。 

 

〔塩谷土木公園担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　そうですね、今回の事業でこの路線につい
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ては完了するということで、事業は農道なので農道整備事業となります。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 184、185 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　まず 184 ページの下の方の負担金、補助及び交付金で

すが、こちらかなり減額、落ちているのですが、その主な要因について伺い

ます。 

 

〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　これは新規就農後３年間支援していく国の

事業に基づくものですが、対象人数が少なくなったということが大きな要因

になっています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　確か以前は順番待ちするぐらい結構人気があった事業

だったと思うのですが。今後もまた担い手を増やしていく、人材定着を図る

ためにやっていかれると思うのですが、今後どのように増やしていくか、今

のところどのように考えているか伺います。 

 

〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　今現在も東京２回・札幌２回・大阪１回と

いう形で、各場所に農業人フェアで新しい人材を求めながら活動をしてきて

います。 

ただ、これは社会情勢にすごく変化を受ける部分があります。例えばコロ

ナ禍においては都会から田舎暮らしを求める方が多くて、各ブースにいろん

な方が来場していただいてお話を聞いている部分。ただ、今のように非常に

民間が景気がよくて所得も上がっている中でやはり来場者数は若干落ち込ん

でいる状況があります。そういった意味では今の活動を粘り強く続けていく

以外にはなかなか出会いの場は実際難しい面があって、これを継続してと思

いますが、非常に大きく社会情勢に影響受けるということはご理解いただき
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たいと思います。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

〇町長（及川秀一郎君）　概要は今説明したとおりです。そのフェアに行った時

の報告書が職員だったり新規就農の指導していただいている農業者さんも一

緒に行っていただくのですが。会場に来る総体の方がまず激減している。そ

れぞれのブースに来られる相談者の数も相当減ってきています。またその相

談件数は例えば４、５件で同じだとしても当然熱意だったり資金の状態とい

った、いろいろと相談するのですね。その部分でいくとなかなか実際我々の

町として引き受けていただけるといった方が本当に少なくなってきているこ

とが結果的に、相談件数だけではなかなかわからない部分もあって現在なか

なか新規就農に結びつかない。これは安平町だけのものではなく、そこに来

ておられるところの共通の課題になっているのではないかと認識していま

す。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 186、187 ページで質疑はありませんか。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君）　米川議員。 

○２番（米川恵美子君）　187 ページの下の林業振興事業経費の中の森の輪作成

業務委託料。この森の輪とはどんな作品なのですか。誰が作っているのか、

そして作ったものはどうするのか伺います。 

 

〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　読めば森の輪なのですが、我々は「もりの

わっこ」と言わせていただいています。 

これは地域木材を活用したドーナツ形状の、木製の子どもが遊ぶ作品にな

ります。これを今うちの町では生後３か月程度の子を対象にしながら地域木

材と触れ合う機会を作りたいということで健診時に合わせて提供させていた

だいています。 

委託先については、苫小牧広域森林組合の方にお願いして作成していただ

いています。 

 

〔米川議員　挙手〕 
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○議長（多田政拓君）　米川議員。 

○２番（米川恵美子君）　お子さんに椅子をプレゼントするという事業があった

りして、木に触れるようなすごく良いことだなと、私も長年木の恩恵を受け

て趣味を続けていますので良いことだと思っていますが。 

それでこれいつ頃から、ちょっと私あまり今まで「もりのわっこ」って、

ここで初めて聞いたような気がしたものですから。いつ頃からこの事業がさ

れていて、何人ぐらいにプレゼントされたのか伺います。 

 

〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　初めて予算計上させていただいたのは令和

５年です。この作成のコストが大きければ大きいほど安くなっていくのです

が、なかなかうちの出生数を考えた時に 60 個が１ロットの作りになります。

これが無くなった段階で作成するということで今年度予算計上させていただ

いたことになっています。 

数は調べていないのですが、概ね５年から今年無くなるので五十数個は渡

っている状況になっているかと思います。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 188、189 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　188 ページの真ん中にある森林機能発揮対策整備事業

交付金の 100 万ですが、こちらの交付金の概要について伺います。 

 

〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　町内で木育活動をしていただく団体に対し

て事業費の２分の１、最大で 50 万円の活動に対する支援を実施していただい

ているものです。 

来年については、この他もあるかもしれないですが２団体に早来地区１か

所、追分地区１か所に交付する予定となっていまして、主に木育、子どもの

参加型の木育活動を実施していただけることとなっています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 



‐ 60 ‐

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　では、事業の具体的な概要ははっきり決まってないけ

れども、お子さんたちを例えば呼んでワークショップをするという感じのイ

メージなのでしょうか。 

 

〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　箸作りとか馬搬だとかキャンプなどがメニ

ューとして挙げられています。全部の概要ではないですが、大まかにはその

ような、木と親しむような活動になっています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

○２番（米川恵美子君）　189 ページの下の委託料ですが、町有林の造林事業委

託料って、この事業はどういうことをするのですか。植林するとか下草を刈

るとか枝払いするとか、そういう具体的なことをしてこの業務をする方に賃

料みたいにしてお支払いするのと材料費の計上と合わせてのこの金額でしょ

うか。 

 

〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　今ご質問ありました町有林の造林事業委託

料の関係ですが、令和８年度予定していますのは追分旭地区における野ネズ

ミ駆除殺鼠剤散布 14.89 ㏊、追分旭の地拵えと造林事業を 5.28 ㏊予定してい

ます。それとこれまでやってきた森林の下草刈りを予定しています。 

その他、町有林埋伏調査として早来北進の町有林の状況調査を 6.53 ㏊、安

平町が保有しています厚真本郷の震災で被害を受けたところの造林について

4.38 ㏊を予定しています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 190、191 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 
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○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　190 ページ下の委託料、191 ページに跨がるところまで

のサテライトオフィス進出企業誘致業務委託料ですが、こちらは何年ぐらい

ずっとこの委託をして事業を進めていく予定なのか伺います。 

 

〔山口まちづくり担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（山口崇君）　こちらは令和３年度から開始されていまし

て、当時は国の地方創生交付金を活用した事業となっています。現在も国の

地方創生関連の、国の総理が代わる度に補助金名が変わるので確か地域未来

交付金という中身で計画承認を受けている状況でして、令和９年度まで現在

実施する計画承認をいただいているところです。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　一度目までは令和９年度までで、またその後引っかか

る交付金があれば続けられたら続けたいという認識でいいのか。どの程度企

業が定着して経済効果があって見込めるのかという部分に関してもお願いし

ます。 

 

〔山口まちづくり担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（山口崇君）　この事業の狙いとしては当時、令和３年企

業誘致という施策と移住という施策の２つの施策を１つにした新しいチャレ

ンジで始まっています。地域コミュニティの衰退要因となっている若者・子

育て世代の減少に伴う働き手の不足や、その受け皿となる雇用先の不足とい

った地域課題に対してこの企業誘致事業を通じて働ける場所の確保、仕事を

提供できる企業の誘致に向けた事業の実施をしてきている内容となっていま

す。 

一つの例を申し上げますと、現在情報グループで進めている安平スマート

ワーク推進プロジェクト事業などは、子育てと仕事を両立した方々がＩＴス

キルを身につけることで自宅やサテライトオフィスにいながら働くことがで

きますので、移住の側面においても安平町で子育て・教育をしたい方々の働

き方、働く場所といった雇用の受け皿として期待できると。こうした人材に

仕事を提供できる業者を誘致することは子育て世代にあった働き方・働く場

所が整備されている安平町への移住を後押しするといった事業になっていく

と考えていまして。こうした観点からもこの企業誘致、サテライトオフィス

の設置は引き続き地域の課題になっていると考えています。ですので国の有

利な補助事業等が活用できるのであれば、この地域課題がまだまだ続くよう

であれば必要な事業になっていくと担当としては考えています。 
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〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　令和９年で一度、今使っている補助事業が終わると思

うのですが。この段階でどの程度効果が上がったか、そういう整理をされて

から次、有利な補助事業があれば移行するということなのでしょうけれども。

そのような認識でよろしいですか。 

 

〔山口まちづくり担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（山口崇君）　議員おっしゃるとおりで、そのような認識

をしていまして、現在も国費事業を活用していますので毎年ＫＰＩの実績報

告が求められていまして、それが未達成であれば継続は難しいという中身で

す。毎年こうした事業を通じて安平町で企業誘致をしたいという意向の方と

しっかりつながりながら、一業者でも多く関係性が保てるようにしたいと考

えています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　別な項目で 191 ページの下の仮設店舗設置事業経費で

すが。現在どのような契約になって運用されている事業なのか伺います。 

 

〔村上総合支所長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総合支所長。 

○総合支所長（村上純一君）　仮設店舗ですが、これは条例で言いますと共同店

舗の条例で行っているものですが、底地は民間の方から町がお借りしている

のですが、土地の契約期間が３年ごとの契約となっています。上物に入って

いる方の契約もその土地の契約期間に合わせて契約をしている状況になって

います。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　民間からお借りしている土地の借上料は町が払って、

仮設店舗に入られている事業者の方は賃借料など特段かかっていない、その

ような契約なのか伺います。 

 

〔村上総合支所長　挙手〕 
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○議長（多田政拓君）　総合支所長。 

○総合支所長（村上純一君）　建物は町の施設ですので土地代は町が土地の所有

者にお支払いしています。建物に入居している方の入居料は区画によって面

積が変わってきますので、その区画ごとの月額使用料を町に納めていただい

ているといった流れになっています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 192、193 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　193 ページの、毎年伺っているかもしれないのですが、

創業等支援事業補助金の部分減額しているのですが、これは昨年度実績で落

としたものなのか、その主な要因について伺います。 

 

〔村上総合支所長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総合支所長。 

〇総合支所長（村上純一君）　創業等支援補助金ですが、年度によって活用され

る件数にバラつきがありまして、その時々で先の見通し、いろいろな相談と

か創業塾を受けるというのがこの補助金を受ける条件になっていますので、

その創業塾を受講されている方の顔ぶれとかを見ながら毎年予算を計上して

いくのですが。令和８年度については今のところそんなに多くないだろうと

いう見通しで１件分の予算を上げているのですが、ただその後また創業に向

けたお話とか具体的なものがあれば、その都度補正で計上させていただけれ

ばと思っています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

〇議長（多田政拓君）　なければ 194、195 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　194 ページの真ん中にある委託料の施設管理業務委託

料の関係は、どのような契約になっているのか伺います。 
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〔村上総合支所長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総合支所長。 

○総合支所長（村上純一君）　施設管理業務委託料、こちらはラピア関連の業務

の委託料ですが、委託先が２つありましてシルバー人材センターに委託して

いる部分と町内の法人、アビースポーツクラブに委託している部分ですが、

シルバー人材センターは清掃管理業務とラピア周辺の草刈りを委託していま

す。アビースポーツクラブの方は清掃管理業務、シルバーと曜日を変えてい

るのですが清掃管理業務とそれからラピア利用促進に向けた賑わい創出事業

の実施も委託の中に入れています。 

今回、昨年度よりも予算増額しているのですが、７年度からアビースポー

ツクラブに委託するようになったのですが、７年度は季節ごとに年間４回ほ

どの賑わい創出イベントを実施するように委託をしていたのですが、一定の

成果が見られたものですから令和８年度については基本的な季節ごとのイベ

ントの他にもう少し小規模でもいいので通年で年間 10 回ほどさらにイベン

トをやっていただきたいということで、それも含めた委託料になっています

のでその分の増額となっています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　２か所の団体に委託されていると伺ったのですが、そ

れぞれの団体でどのような金額的内訳になっているか伺います。 

 

〔村上総合支所長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総合支所長。 

○総合支所長（村上純一君）　シルバー人材センターの清掃管理業務が週３日で

すが 158 万 1394 円。それから広場の草刈りの委託が 16 万 8918 円。そしてア

ビースポーツクラブの方に清掃管理とにぎわい創出事業も含め、管理が週４

日ですが、こちらが 286 万 6611 円という内訳になっています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　委託先を２か所にすることによって利用者からどのよ

うな声が上がっているか。まだ１年ぐらいだから整理がつききれていないか

もしれないですが、どのような声があがっていて、どのような整理をしてい

るか伺います。 

 

〔村上総合支所長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総合支所長。 
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○総合支所長（村上純一君）　委託先が異なっていることによって特段利用者の

方からはご意見とかはいただいていないのですが、ただ実際にラピアの方に

足を運ばれる方が増えたのは肌感覚として持っていますし、実際事業をやっ

た時には 90 名とか 40 名の方が参加されていますので、街中のにぎわいを一

定程度作れていると認識しています。 

 

〇議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 196、197 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　196 ページの真ん中ら辺に昨年委託料、あびら起業家

カレッジ運営業務委託料 698 万 2000 円があったのですが、これが無くなった

理由について伺います。 

 

〔山口まちづくり担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（山口崇君）　こちらの事業については先ほどご説明した

サテライトオフィスの部分と似た部分があるのですが、令和３年度に地方創

生交付金を活用した事業となっています。 

こちらは移住という施策と起業創業という２つの施策を１つに、パックに

した事業ということで新しい切り口で地方創生に挑戦する事業内容となって

いました。令和３年から実施しまして令和７年度で５年間という一定程度の

成果を残してきたこと。また、この５年間の間にチャレンジショップ等の環

境整備が整ったり、移住という点では移住暮らし推進協議会が設立されたり

と、移住者や起業・創業者を確保するための新しい安平町独自の施策もこの

間生まれ成果を残していますので、この施策を選択・集中する観点から今回

令和７年度で事業を一度中止していく判断をしたところです。 

もう一つ、先ほどサテライトオフィスで答弁を間違った部分がありました

のでこの場を借りて修正させてください。先ほど事業年度を令和９年度と説

明してしまったのですが、国の３か年事業で認定を貰っていまして、今サテ

ライトオフィスは令和６年から令和８年度まで事業認定を貰っている状況と

なっています。訂正させていただきます。申し訳ありませんでした。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　それでは一度整理して一本化することでまた検証され
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ていくんだなと思います。 

もう１点お聞きしたいのですが、197 ページの委託料のところの観光プロ

モーション業務委託料。こちら毎年、昨年も 390 万 5000 円計上されているの

ですが。委託先の選定についてはどのようにお決めになられて事業を進めて

いるのか伺います。 

 

〔村上総合支所長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総合支所長。 

○総合支所長（村上純一君）　委託先を決める方法ですが、安平町の契約規則に

則って執行はしているのですが、道の駅オープン後、複数社から提案をいた

だきまして、その中から選定したところと宣伝の素材とかがある程度定着し

ていますので一定程度の効果も得られているということで、その後は契約規

則に則ってそこの業者と契約をしていることとなっています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　では、スタート時は選定を公募か何かでしたのでしょ

うか。それでその後は一社随契みたいな感じなのでしょうか。わからないの

でお願いします。 

 

〔村上総合支所長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総合支所長。 

○総合支所長（村上純一君）　おっしゃるように最初は公募型で実施をしまして

その後は一社との随意契約ということです。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　その成果については毎年精査されているのか。精査し

た結果、また違うところに行くということもあり得るということでよろしい

ですか。 

 

〔村上総合支所長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総合支所長。 

〇総合支所長（村上純一君）　契約期間は１年間ですので毎年の検証作業は行っ

ていますが、町内への観光入込客数もコロナ後戻ってきていまして、少しず

つではありますが増えつつあるといった実績もありますし。あとは安平町の

宣伝素材もかなり浸透してきているとのことですので今のところはその業者

で考えていますが、１年契約ですのでその都度検証しながら進めていきたい
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と考えています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 198、199 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　198 ページの真ん中のイベント経費の部分の負担金、

補助及び交付金の首都圏物産ＰＲ事業負担金。こちら事業内容について伺い

ます。 

 

〔村上総合支所長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総合支所長。 

○総合支所長（村上純一君）　こちらの 33 万円、「ご当地ほりにし」というのが

北海道で、アウトドアで使うスパイス、香辛料で「ほりにし」というスパイ

スがあるのですが、そこのご当地ラベルを使えているのが北海道では安平町

だけでして。全国各都道府県に１か所ずつ「ご当地ほりにし」があるのです

が、その「ご当地ほりにし」を集めた物産展が東京で年１回予定されていま

して、そこへの出店料ということで今回 33 万円計上しています。 

令和６年度に一度補正を計上させていただいて、その時は羽田あたりで同

じように開催されてそこに出店してきたのですが、それが第１回目でして、

令和７年度に第２回目をやる予定だったのですが、１回目の場所や内容を含

めて事務局でももう一度いろいろ検討しようということで、令和７年度につ

いては延期をしています。令和８年度が今のところ実施する予定ですので、

安平町が北海道代表として出店する際の出店料ということです。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　では、今回が初めてではなかったということでしょう

かね。道の駅とかで確か売っていましたでしょうか。売ることができたなら

良かったのですが。今後もそれはずっと続く事業なのでしょうか。 

 

〔村上総合支所長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総合支所長。 

〇総合支所長（村上純一君）　「ご当地ほりにし甲子園」と呼ばれているのです

が、その事業自体は実施する団体で継続していくかどうかは検討されていく
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ことと思うのですが。もし実施される場合でしたら、安平町が唯一北海道で

出店できるイベントですので、そこは実施されるのであれば出店していきた

いと考えています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　他のところでお願いします。その下の観光協会補助金

ですが、こちら増額要因としては人件費高騰と物価高騰等でいいのかどうか

その点確認させてください。 

 

〔村上総合支所長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総合支所長。 

○総合支所長（村上純一君）　おっしゃるように観光協会も人件費がずっと上が

ってきてはいるのですが、７年度までは補助金を据え置いていたのですが、

さすがにここ近年の上昇率が高いということで観光協会と相談をして要望い

ただく形で今回 100 万円を増額しています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　では、次の更新まではこの 1300 万でステイで、よっぽ

どのことがない限りいくということでよろしいでしょうか。 

 

〔村上総合支所長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総合支所長。 

○総合支所長（村上純一君）　そこはその都度の協議になると思うのですが、数

年間はこの金額で据え置きではいけると思うのですが、またその時の状況に

応じて両者協議のうえ検討していきたいと考えています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　どの程度、どの段階でここまでって決めて、それ以上

はっていうのはあるとは思うのですが、道の駅自体も自立が必要なのかどう

か。町としては一緒にやっていって盛り上げていきたいという考えがあるか

と思うのですが、その点についてお考えを伺います。 

 

〔村上総合支所長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総合支所長。 
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○総合支所長（村上純一君）　観光行政を推進していくうえで観光協会に全てお

願いするということではなくて町と観光協会が一体となって進めていくとこ

ろが当町のいいところだと思っていますし、実際にこれまで両輪となって進

めていることで道の駅が順調に運営できているのかなと考えています。 

観光協会、道の駅の収益事業を実施していますが、今回の人件費の上昇は

今回の補助金の増額というのは、例えば観光協会が一時的にその事業をやる

のでその補填というのであれば収益事業の方から実際にお金を回すことも考

えられるのでしょうけれども人件費の上昇に伴うものですので、こちらは一

時的なものではなくて恒常的な部分になってきますので両者協議のうえ今回

増額をさせていただいたものです。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 200、201 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　200 ページの 12 節委託料のふるさと納税システム運用

業務委託料なのですが。こちら増額予算計上となっているのですが、増額要

因に関して中間管理業者が変更になったことが要因なのか、それ以外にも何

か要因があるのか伺います。 

 

〔村上総合支所長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総合支所長。 

○総合支所長（村上純一君）　中間管理業者が増やしたことで直接的にその分の

経費が上乗せという計算ではなくて、この歳出の委託料の計算は、歳入がい

くら入ってくるかによってそれぞれの管理業者の経費率をかけていって歳出

が計算される流れになっていますので。実際に中間管理業者、新たな業者を

入れるのですが、その分が上乗せされるという考えではなくて、そのことに

よって歳入が増えるのでそれに伴って歳出も増えるという考え方です。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 202、203 ページで質疑はありませんか。 

 

〔工藤議員　挙手〕 
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○議長（多田政拓君）　工藤議員。 

〇１番（工藤秀一君）　202 ページの 18 節負担金、補助及び交付金のところで。

この金額は以前よりだいぶ増えているのかなと思うのと、また利用状況とい

うか安平町で実績はどのようなことがあったのか。今年度でいいので教えて

ください。 

 

〔山口まちづくり担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　まちづくり担当課長。 

〇まちづくり担当課長（山口崇君）　只今のご質問は道央産業振興財団派遣嘱託

職員負担金のことですが、増額要因としては現在こちらの振興財団の方に１

名の職員を派遣している形になっていまして、この人件費相当分となってい

ます。 

さらにもう１つ増えているのがこの担当職員が住宅を引っ越したことがあ

りまして、住宅手当分がさらに、それも遡及されて加算されている事情があ

りまして、今年度は 39 万 2000 円の増となっています。 

また、この道央産業振興財団については苫小牧市・千歳市・恵庭市・安平

町の３市１町で構成されている財団となっていまして、この財団の実施して

いる安平町で活用している事業ですとこの間２月に毎年実施しているもので

すが経済セミナー、こちらはこの財団の助成メニューを活用していただいて

実施しているものです。今年度事業は私の方でしっかり、どこの町内の企業

が今この財団のメニューを活用しているとは把握していないのですが、過去

の例で言いますと例えば特産品開発でしたら夢民舎さん、北のなのはな会が

活用していたり、また技術支援メニューでいくとホクダイさんが活用してい

るという実績があります。 

 

〔工藤議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　工藤議員。 

○１番（工藤秀一君）　私も過去の実績はわかっているのですが、毎年こうやっ

て費用を計上しているので、それに見合う活動をされているのかどうか確認

したいのです。 

 

〔山口まちづくり担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（山口崇君）　こちら例年総会資料の部分で私どもも情報

が提供されて共有できる点もありますので、後ほど情報が整理された後に提

供する形でさせていただいてよろしいですか。 

 

○議長（多田政拓君）　よろしいでしょうか。他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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○議長（多田政拓君）　なければ 204、205 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 206、207 ページで質疑はありませんか。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

〇２番（米川恵美子君）　206 ページの除雪対策経費の委託料で、町道除雪排雪

業務委託料。今年は雪が多くて大変だったと思うのですが、普通どおり除雪・

排雪するってことはよくわかるのですが、若草の町道で除雪された雪が町道

に積み上げられていましたね。あれはどういう事情でそういうことになった

のか。後日、気が付いたら３月３日に排雪されていましたが、それ以外方法

はなかったのか伺います。 

 

〔塩谷土木公園担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　除雪のやり方についてはこちらの方からの

指示もありますが業者さんの方のやり方というか、過去にもそのようなやり

方をしているところで、たまたま今回雪の盛り方が多かったみたいだと情報

はいただいているのですが。そこの部分について、例えば民家に影響を与え

ないとか、車輌に影響を与えないという形でお願いしているのですが。そこ

ら辺の匙加減というか除雪の仕方については、あまりこちらの方からああし

ろこうしろとはまた業者さんの方もいろんな都合がありまして、なかなか排

雪するタイミングがあったりしますので今回はご理解いただきたいと思って

います。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

〇２番（米川恵美子君）　今までそういうことがあって何の事故もなくて幸いだ

ったと思うのですが。今後のことを考えたら、もしも排雪する場所が無いな

ら民有地でも借りて排雪するとか事前にきちんと決めておいた方がいいので

はないでしょうか。近隣の住宅の迷惑になっているかと思いますので、今後

のことはどうしようと思っているのか伺います。 

 

〔塩谷土木公園担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　追分地区については結構民地、住宅街の中
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の空地を借りている状況です。あっちもこっちも借りていたのですがここ数

年、要するに追分地区が賑わってくると、住宅がいっぱい建ってくるとだん

だん借りているところが埋まっていって逆に雪の押場がなくなるという状況

が続いていまして。そこについては排雪をしていくとかいろんなことを考え

ながら進めているのですが。一応借りられるところは全て借りている状況で

す。ただ、押していないところもあって、過去に押していたのですが手違い

というか業者さんの方の不手際があってゴミが入ったとか砂利が入ったとか

で二度と貸しませんということも過去にはあったようで。そんな場所も中に

はあるということでご理解ください。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　206 ページの今のところの町道補修事業。資料では 83

ページになると思うのですが。こちら道路の補修をする優先順位はどのよう

にお決めになっているか。確か以前は交通量が多い道とか道路幅の広い道か

らやるという感じでおっしゃっていただいていたかなと思うのですが、現在

どのように優先順位を決めて補修事業を進めているか伺います。 

 

〔塩谷土木公園担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　一般修繕については交通量もそうですが、

やはり危険な場所。数年前から舗装が穴空いてタイヤがパンクするという事

故はありましたので、そういったことも気遣いながら交通量が少なかったと

しても一般交通の際に気付かないで事故が起きそうな場所とかも優先的にや

るといことにはしていますので。交通量だけではなく、その危険度合いを確

認しながら補修をしていく形にしています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　では、今回計上された実施事業に関しても、その危険

度をどのように危険と判断しているのかはわからないですが、そういうのも

加味してここをやると決めたのかどうか伺います。 

 

〔塩谷土木公園担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　一応こちらの説明資料に載っているのが修

繕の中でも投資事業なので、こちらについては舗装の打ち替え事業というこ
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とで優先順位というよりは一般入札事業になっていますので、入札の時期を

なるべく早くして舗装の修繕にあたっていくという形になろうかと思いま

す。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　一斉にここが例えば危ないから必要ですといって入札

行為を行って、それで落ちたところからやっていく認識でよろしいですか。 

 

〔塩谷土木公園担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　入札行為を行う路線については入札時期が

ある程度一定決まっていますので、その時期に合わせてなるべく早く補修を

掛けていく形になろうかと思います。 

ただ、全道一斉にあっちもこっちも国道・道道・市町村道、全てこういう

補修事業がありますので、その辺なるべく重ならない時期に実施したい部分

もありまして。この入札行為を行う補修事業のほかに経常的に一般修繕を見

ていますので、その中で危険度をなるべく減らしながらこの辺の入札行為を

行う修繕事業につなげていく形にしたいと思っています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔梅森議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　梅森議員。 

〇11 番（梅森敬仁君）　11 番梅森です。私は 207 ページの 12 節委託料、中段ぐ

らいに兼ねてから何回かお尋ねしていますが、いわゆる酪農２号線の関係だ

と思いますが。測量ということで委託料で 5000 万計上されています。兼ねて

からの予定よりちょっと遅れているのかなと思っていますし、地元の方も一

体どうなっているんだろうという声がよく上がっています。今後の予定につ

いてわかっているのであればその説明と、あと兼ねてから説明を受けていた

のはＪＲの方の踏切の問題とか、幅の狭い橋があるとか、酪農１号線との交

点の変則交差点の問題なんかが地元の方たちから指摘を受けていたと思うの

ですが、その点についての進捗状況についても合わせて説明をお願いします。 

 

〔塩谷土木公園担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　遠浅酪農２号線の進捗状況ですが、設計が

ある程度進んでいまして、令和８年度に計上する分については最終的に用地

確定測量の 5000 万円となっています。 
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一連の途中に開晴橋とかあるのですが、橋の設計も今年度終わって一応か

なりの設計関係は終わっているということで残すところ先ほど議員がおっし

ゃられた踏切の部分、ＪＲとの交点の部分の位置はどうなるのとかいうこと

が焦点になってくるかなと思います。この部分はＪＲさんが協議に乗って話

をしてくれないと、この路線をどういう形でもっていくか。今の踏切を拡幅

するという計画と、路線を振ってローソンの横に出てくる計画とこの２つが

ありますので。ＪＲさんがどちらをいいよと言ってくれるかということにか

かっているかなと思っています。これを令和８年度中に決着を付けたいと思

っています。担当の方からもＪＲさんとの協議は逐次行っていまして、なる

べく早く決めていきたいということは常々これも要望しています。 

事業の進捗が遅れている部分について、令和８年度から７年度にも工事費

計上したにも関わらず結局交付金が全然つかなかったということで落とさせ

ていただいたのですが、８年度も事業をやっていきますよということで要望

させていただいています。ですので、とっかかり工事が始まればかなりスム

ーズにはいくのですが、最初のとっかかりの部分が国の採択の中で内示をど

れぐらい付けてくれるかによっても変わってくるかなと思っています。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

〇町長（及川秀一郎君）　安平町にとってもこの遠浅酪農２号線というのは今現

在一番重要な事業として進めていまして、昨年も先ほど午前中の質問でも出

ていた胆振東部の地震の関係の３町として今要望も行うにあたって、安平町

からは遠浅酪農２号線の予算の確保、そこを中心にご要望させていただいて

います。当然、今塩谷課長が説明しましたとおり遠浅市街地側の踏切近辺の

決着の関係がまだついていないことから富岡側から工事を行っていくような

ことも検討されています。 

ＪＲさんとは室蘭線の利用促進の関係での関係構築だったり、また先般の

ＪＲ社員の社宅の整備の関係でも連携しながらやってきたということで、先

月ＪＲ本社の方に私の建設課の施設の担当と行ってきまして、感謝とお礼と

課題があるということも取締役の方とも情報を共有させていただいています

ので。いずれにしてもＪＲさんも大変な冬期間の除雪の関係とかでいろいろ

問題があった時期に自分が行ったこともありますが、そういった関係構築も

引き続き良好な関係も持ちながら安平町としての最大の課題を一緒に解決し

ていただけるように、我々としてもＪＲ様に対しても引き続き交渉していき

たいと思っています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

○２番（米川恵美子君）　207 ページの一番下の公有財産購入費。これ目的と場
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所は決まっているのですか。 

それからその次の賠償金って計上されていますけど、これも何か案件があ

るのでしょうか、伺います。 

 

〔塩谷土木公園担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　こちらも遠浅酪農２号線の事業の一環とし

て７年度・６年度も計上させていただいているのですが、同じ形で 500 万ず

つですね、用地購入と補償関係について 500 万ずつ計上させていただいてい

ると。 

先ほどの説明の中にもありました委託料の中で用地確定測量をやりますよ

という話をしているのですが、この用地を確定測量して実際にどこを用地買

収すべき場所かというものが決まれば、こちらの方の用地購入補償関係がも

しあれば、例えば立木の補償とか、建物の補償があるとか、その辺が用地の

測量関係で明らかになりますので、それがもし出てくればこの予算を使って

いく形になります。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 208、209 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 210、211 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　211 ページの一番下の水質検査業務委託料ですが、こ

ちら検査を数回に分けて行った結果、その結果が出た後は結果次第でどのよ

うなことを行うのか伺います。 

 

〔塩谷土木公園担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　ときわキャンプ場にあります合併浄化槽の

放流水の水質が悪いのではないかということで、住民の方からの指摘があっ

てのこの委託料の計上となっています。 

年間４月から 10 月まで全９回に 27 検体採取しまして水質検査を行うわけ

ですが、この水質の結果によって当然合併浄化槽の状況が悪いという判断が
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あれば合併浄化槽の入れ替えとかもしくは利用客の抑制とか、その辺を図っ

ていかなければならないということで、令和８年度にこの結果が出ると思い

ますので９年度に向けてそちらの方の考え方を整理していきたいと思ってい

ます。 

前にもお伝えしたと思うのですが、合併浄化槽をやる場合、今公園のスト

ック再編計画をやっている最中でして、この中でときわ公園も含まれていま

すので、その事業の中でもし入れ替え工事ができればいいなと思っています

けれども。その状況についても、いろんな情報を得ながら進めていかなけれ

ばならないかなと思っています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　水質検査の結果、成分などを見たら何が原因かという

のがある程度絞り込めるということでよろしいですか。 

 

〔塩谷土木公園担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　例えばＢＯＤとかＳＳとか測ることとなる

と思うのですが。例えばＢＯＤが決められた数値よりも飛び出しているとい

うことであれば恐らく負荷がかなりかかっている状況なので、そこをどうや

って取り払うかという考え方になるかと思いますので、先ほども言ったよう

に利用者の一時的な抑制とか、そちらを考えていかなければならないのか、

もしくはあまりにも数値が大き過ぎると浄化槽の入れ替えをするなり一時的

に例えば貯留槽を作ってそこの水質の安定を図るとか、何か計画を練ってい

かなければいけないと思っています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 212、213 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　213 ページの 12 節委託料の部分、今お話にも出たと思

うのですが安平町公園のストック再編計画策定業務委託料。こちらが２年に

渡って業務委託しているかと思うのですが、現在の進捗について伺います。 

 

〔塩谷土木公園担当課長　挙手〕 

 



‐ 77 ‐

○議長（多田政拓君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　今現在の進捗はこれからストック再編計画

を策定するにあたっての前段の構想の部分ですが。今後再編計画を策定する

にあたってどのような方向性でいったらいいのかということについて今現在

その構想を練っているということです。 

令和８年度については、構想に基づいて今度は住民へのアンケート調査な

どを図っていきたいと思っています。なるべく町民の皆さんのご意見も反映

できるところは反映させていきたいという考えもありますし、皆さんが今現

在公園に対してどのように思っているのかも我々知らない部分もありますの

で、そういう情報もいただけたらと思っています。できればアンケート調査

を目的としてはいますが、その他もしできるのであれば例えばタウンミーテ

ィングを開くとか、学校関係者にお願いして情報をいただける場を作るとか、

いろいろなことをこれから考えていきたいと思っています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 214、215 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 216、217 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　216 ページの上段の下水道事業会計負担金基準内と、

下水道事業会計補助金基準外があるのですが。上段の基準内は特交措置を受

けられるものだとは思うのですが、どれぐらいの措置を受けられるのか伺い

ます。 

 

〔木林企画財政担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　企画財政担当課長 

○企画財政担当課長（木林一雄君）　ちょっと調べますので、お時間ください。 

○議長（多田政拓君）　それでは審議の途中ですが、２時 50 分まで休憩します。 

 

 

休憩　午後　２時 37 分 
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再開　午後　２時 50 分 

 

 

○議長（多田政拓君）　休憩前に引き続き、会議を再開します。 

予算審議を再開する前に、先ほどの答弁内容の訂正があるため産業振興担

当課長から発言を求められていますのでこの発言を許します。 

 

〔森池産業振興担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　先ほど予算審議においてページ 187 ページ、

林業振興費、森の輪作成業務委託料の中で米川議員の質問に対してこの事業

の開始年度の質問がありました。私、令和５年度からという答弁をしました

が実際は令和４年度 60 個、令和５年度 60 個の計 120 個の誤りでした。 

なお、配布戸数についても 50 個程度とお話しましたが、令和４年から令和

７年まで 85 個配布済みとなっています。 

以上、訂正します。大変申し訳ありませんでした。 

 

○議長（多田政拓君）　それでは一般会計予算の審議の再開します。 

休憩前に答弁保留となっていた件の答弁を求めます。 

 

〔木林企画財政担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　企画財政担当課長。 

〇企画財政担当課長（木林一雄君）　大変申し訳ありませんでした。 

下水道事業会計負担金の基準内の部分ですが、交付税の算定状況ですが普

通交付税の基準財政需要額に算定をされています。金額が 1 億 5606 万円の金

額が基準財政基準額に反映されています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 218、219 ページで質疑はありませんか。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

〇２番（米川恵美子君）　218 ページの工事請負費のところの追分北公住の解体

工事ですが、これ何棟解体するのですか。端から順番に解体していくのです

か、どうなんでしょう。 
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〔伊藤施設担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　施設担当課長。 

○施設担当課長（伊藤富美雄君）　北公営住宅の解体工事ですが、北公営住宅の

南側の方から８年度については３棟計画しています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 220、221 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　220 ページの需用費の修繕料の部分。確か蓄電池の交

換というふうに資料 12 ページにも書いてあるのですが、耐用年数などはどれ

ぐらいあるのか、何年持つのか伺います。 

 

〔岡総務担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　こちらは防災行政無線の蓄電池の交換です。耐用

年数についてはメーカーからの保証として概ね３年と言われています。 

ただ、今回購入しますのは令和７年度で３年経っているのですが１年延ば

して活用させていただきまして、令和８年度の今年は４年目になります。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 222、223 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 224、225 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 226、227 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 
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○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　226 ページの上段、体育・文化講演会補助金と北海道

公立文教施設整備期成会分担金。こちらいずれも減額になっていますが、そ

の要因について伺います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　上段の体育・文化講演会補助金について

は、従来の部活動後援会の補助金です。こちらについては令和８年度部活動

は地域展開になるのですが、中体連の加盟料が各校発生しますのでそれに対

する補助金となっています。これまではそれに加えて例えば監督会議の交通

費等を見ていたのですが、そこら辺は部活動の地域展開に伴って減額となっ

ています。 

それから北海道公立文教施設整備期成会分担金ですが、こちら今年度の補

正予算でも減額補正させていただきましたが当初予算計上金額に誤りがあり

まして、多くなっていたところを通常の金額に戻したといったところで差額

が出ています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　２点目は了解しました。 

１点目については、こちら部活動が地域移行されて完全に移行されると完

全に無くすものなのか。それとも一定程度、少しは交付というか補助金を残

して交付するものなのか伺います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　部活動は地域展開ということで令和８年

度から無くなるのですが、中体連の会費の負担は各学校の方に請求というか

スポーツ・文化の大会等に出られる方の加盟負担金が取られるものですから、

こちらの方は現状としてはこのまま、この金額に近いものが続いていくもの

と考えています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　では、部活動が無くなって中体連に参加する時は前に

伺ったでしょうか、どのような形で中体連に参加する手続きが踏まれるのか。

部活動があった時と無かった時と変わっているのかどうか伺います。 
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〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　中体連の大会の参加についてはその競技

によって若干違うのですが、あくまでも中学校、これはもうだいぶ無くなっ

ているのですが、従前のように学校単位が基本だったものが、今学校の部活

動ではなく少年団単位でかなり認められてきていますので、そちらから参加

することは可能になろうかと思います。ただこの中体連の加盟料といったも

のが従前どおりの各学校の大会等に参加する生徒数に応じて請求されるもの

ですから、ここの部分だけが従来どおり残っていくという形で、大会自体に

ついてはかなり拡大されてきている傾向にあります。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔鳥越議員　挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君）　鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君）　今のところの下の就学援助経費について伺います。令

和６年度は 1034 万 5000 円、７年度は 976 万 6000 円、令和８年度今回が 629

万円とどんどん減額されているのですがその要因と、それから合わせてクラ

ブ活動費も含まれているかどうかを確認させてください。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　就学援助費の関係については、この算出

については前年度または当該年度における認定状況それから新規の部分をど

れだけ見込むかというところで即座に対応できるように新規等、割と多めに

予算計上させていただきながら即座に対応できるように予算計上させていた

だいていましたが、これまでの実績等を勘案して徐々に減らしている、実態

に近い形で予算計上させていただく形となっています。その辺の中で年々下

がってきている現状です。 

部活動に関する支援ですが、支給項目に部活動に関わる部分がこれまであ

りまして実費分を助成する形でした。来年度から部活動が無くなりますので、

ここも認定基準・支出項目等を改正させていただきまして少年団等に関わる、

例えば会費等といったものの実費負担分を改正して対応していきたいと考え

ています。 

 

〔鳥越議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　鳥越議員。 

○４番（鳥越真由美君）　地域移行に部活が進められてしまうと、移行された先

の団体には当然会費等も運営のための資金ということで入会金とか会費とか
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伴っていくと思うのですが。今の段階で対象者に影響が出ているかどうかの

把握ができているか確認させてください。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　なかなか難しいところではあるのですが、

あくまで申請いただいて認定していくところですので、申請いただいた部分

についてはそこの部活動はもれなく支援させていただいていますが、ただあ

くまでも申請ですので、未申請となった場合についてはどうかという場合に

ついては課題が残るかなと考えています。 

 

〔鳥越議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君）　先ほど予算の減額については人数が減っていることが

問題だということなのですが。大切なことは当然就学援助を受ける子どもた

ちは機会の喪失を受けやすい環境にある子どもたちなので、今体育・スポー

ツだけでなくて文化の方も地域移行が進められていると思うので、移行期の

不備とか国の就学援助に関わる部分で来る制度の遅れとかに影響されない形

が大事だなって思っています。 

中学校の部活が地域移行されると、小学校低学年で例えばひとり親だと、

うちの子は中学校に入ったら部活だったらさせられたかもしれないけどクラ

ブ活動は無理だなって、その入口で諦めてしまう保護者もいるかもしれない

ので。そのためには変わりませんよと、部活の時とかかるとか見てもらえる

ものについては変わらないですよという安心を与えるような丁寧な説明が今

後必要かなと思うのと。 

それから、きちんと令和８年度もこの就学援助の中でクラブ活動について

申請されたものについては確保していくというところ、もう１回確認させて

ください。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

〇学校教育担当次長（佐々木英生君）　部活動の地域展開に伴いまして議員から

お話があったように、その文化・スポーツ活動に関われる機会の喪失になら

ないように教育委員会事務局としてもこの就学援助ばかりではなくて対応は

必要と考えています。この辺についても就学援助の部分、なかなか細かいと

ころまで説明は可能かと思いますが、そこについてご理解いただくまでに至

るかどうかもあろうかと思いますが、この辺についても丁寧に説明できれば

と考えています。 

また、こちらの地域展開に関わりましては国の方でも今年度いろいろ検討

されて市町村への補助等といったところが見込まれています。この就学援助



‐ 83 ‐

に関わる経済的なところも就学援助の方で措置する考えも示されています

し、安平町においてもまだ当初予算時点では国の報酬も正確に定まっていな

いところもありましたので、国の補助等に合わせて来年度の６月補正に向け

て諸々検討してまいりたいと考えています。 

 

〔鳥越議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　４回目になりますが。大丈夫ですか。 

〇４番（鳥越真由美君）　ラストにします。 

〇議長（多田政拓君）　どうぞ。 

○４番（鳥越真由美君）　確認ですが安平町は早い動きだと思うので、国が付い

てきていない気がして。それで令和８年度に欠けることのないようにしてい

ただけるかどうかの確認だけさせてください。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　今お話がありましたとおり、若干安平町

においては休日ばかりではなく平日においても地域展開、何とか目途がつき

ました。国の方はまだ休日の方、なんとかといったところが主となっていま

すので、議員さんお話あったとおり若干早いところはあるのですが、その辺

も国と連絡というかお話させていただきながら示されたところで安平町とし

てはこういう形でもう進んでいるんだけどという確認をさせていただきなが

ら、議員さんのお話ありましたとおり令和８年度に欠けないように、先ほど

お話させていただいたとおり今後の補正予算の計上も睨みながら対応してい

きたいと考えています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 228、229 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　229 ページ上段のサポート業務委託料の増額要因につ

いて伺います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　このサポート業務委託料は令和７年度当
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初はＩＣＴ専門員ということで会計年度任用職員に関わる雇用をして進めよ

うということで令和７年については当初予算に計上していました。令和７年

度５月いっぱいで会計年度任用職員が退職されて、なかなか次の方が見つか

らないということで確か 12 月議会だったと思いますが、補正予算をお願いし

て委託料に切り替えることで対応させていただいています。 

この流れの中で令和８年度においても会計年度任用職員を雇用していく形

ではなく、学校等におけるＩＣＴサポートを委託料として計上させていただ

いたものです。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　では、今後もこの業務は雇用ではなく委託で進めると

いうことでよろしいでしょうか。その点どのように整理されていますか。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　令和７年度においては雇用という形で進

めようと思いましたが、このような事態になりましたので今後については委

託料という形で継続していきたいと現時点では考えています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　では、他のところで 13 節使用料及び賃借料のデジタル

ドリル使用料の部分。昨年度のご答弁で確か課題があるということが答弁さ

れたと思うのですが、その後、問題解決に至ったかどうか、どのように整理

されて今年度計上されているか伺います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　課題と言ったところは今記憶に無くてあ

れですが、これはあくまでもタブレット等で行うドリルにかかる使用料です。

一旦、以前お話した部分について教えていただければと思います。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　昨年はタブレットに入れてデジタルドリルをされると

いうことで宿題とかも出さない方向でやっていると。タブレットは持ち帰り

だったということで。ただ、コロナの中でいろいろ検証されて不登校とかで
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も使えるかどうかも試験的にやっているということでおっしゃっていただい

たのですが、基本的には紙ベースと電子ベースの棲み分けができておらず、

ランドセルで毎回持ち帰ることも、重い問題も解決していないということで

このようなお答えをいただいていたのですが、その後どのように対策を行っ

たかどうかを伺いしたかったのですが。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

〇学校教育担当次長（佐々木英生君）　大変申し訳ありません。不登校対策から

いきますとなかなか学校にも来られていないところで、そういった場合につ

いてはここも児童・生徒との話の中ですが紙のプリント等の配布は多くはな

っています。 

それから今それぞれの学校で授業に合わせてタブレットの持ち帰りとか教

科書等の持ち帰りとかを対応していただいているのですが、現在３校それぞ

れがバラバラになっているところで、ここは各校にお任せしているところで

はありますが、教育委員会としてはそもそもランドセルが重いという解消は

大枠ではお願いしていながら、その中でどこまで学校に置いていくか、それ

から持ち帰るかといったところを各校の事情に合わせているところですの

で。まとめて答弁は難しいのですが、それぞれの学校で温度差がありながら

も現在対応している形です。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　紙ベースは全部廃止には多分ならないのかなと個人的

に思っているのですが。子どもたちもデジタルよりも紙で見て、手で書く方

が覚えられるというお子さんも結構お話伺うものですから、その点について

の整理も試行的に導入してやっているとご答弁いただいていたので、その辺

についても整理して行かれると思いますが、現時点でどのようにお考えか伺

います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　議員からお話があったように紙に実際に

書くといったところの見直しもありますので、その紙による効果とかタブレ

ットでやる時の効果といったものを十分見極めながら各校の実情に合わせて

対応していきたいと考えています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔箱崎議員　挙手〕 
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○議長（多田政拓君）　箱崎議員。 

○８番（箱崎英輔君）　同じところでデジタルドリルについて確認させてくださ

い。今現状ではこのデジタルドリルについては早来学園・追分小学校・追分

中学校それぞれの学校長の判断で、使う時期だったり時間だったり学年であ

ったりを決めているということでよろしいですか。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　はい。そのとおりです。 

 

〔箱崎議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　箱崎議員。 

○８番（箱崎英輔君）　ひと昔前では２時間勉強していたら偉いねと褒められた

時代だったのですが、今追分小学校の参観日の時にも話題として出ていたの

が、デジタルについて、やることについてはいいのですが子どもの目が心配

だというところがありましたので、その辺の見解はいかがですか。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　そのような心配もあることは存じ上げて

います。ただ現状として各校に紙にするとかタブレットにするといったとこ

ろは学校判断で行っていただいていますが。ただタブレット・スマホ・自宅

でといった想定の使用時間は、それを調査しながら適切というのもなかなか

難しいですし、家庭でのご理解もいただかなければいけないところですが、

そういうデジタル機器の使用に関して学校から指導等を継続的にできればと

考えています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 230、231 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　230 ページの真ん中の 18 節負担金、補助及び交付金の

高等学校教育振興補助金。こちら具体的に、以前伺っていたら申し訳ないで

すが、どのような内容の取り組みなのか伺います。 
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〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　主なもので言いますと生徒に関わる資格

取得・受験料の助成とか、通学費の助成、タブレット支給にかかる経費とい

ったものを補助金として支出しています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　若干の増額ですが、要因としては物理的に物価高騰等

が反映されているのか、それとも生徒さんが増えたためなのか、両方なのか

その点について伺います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

〇学校教育担当次長（佐々木英生君）　どちらかというと生徒数の増加で。例え

ばタブレットですと１年生に支給する形となっていますので、ここが伸びて

いますので、そこらへんの金額が増えている形です。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 232、233 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　232 ページの真ん中の旅費の普通旅費について、資料

等にあったら申し訳ないですが概要を伺います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　こちらは学校職員の道外視察等の経費を

見込んでいるため増額となっています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 
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〇７番（三浦恵美子君）　その視察については目的・回数等、具体的にわかれば

伺います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　予算計上、視察研修にかかるところは現

在学校等も協議中ですが、予算計上時においては長野県での予算を計上して

いまして、１校あたり４名を見込んでいます。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　長野県にどのような目的の視察なのかは、まだ決まっ

ていない状態での計上ということでよろしいですか。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　目的については授業改善という形で、現

在さまざまな授業の持ち方をしていますが、よく言われるところであればイ

エナプランとか自由進度学習といった先進地の視察を考えています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　わかりました、他の部分で伺います。233 ページの使

用料及び賃借料のこちらの概要を伺います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

〇学校教育担当次長（佐々木英生君）　上段の諸車借上料については、視察先の

レンタカーの借上料を見込んでいます。 

それから下段のオンライン支援導入利用料は、学校職員・教職員・学校事

務含めてですが、例えば授業作りそれから学校運営に関する問題、課題等ど

ういった形にしようかといったところをオンラインで学校の先生が相談でき

る事業がありまして。これは民間、小学館さんの方でやられる事業ですが、

そちらの相談窓口等の登録それから相談料といった相談システムの利用料の

部分の計上となっています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 
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○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　他の項目でお願いします。同じページの下の教育支援

体制整備事業に関して、こちら費用計上して設置しなければならないほどの

状況に至っているかどうか、その点を伺います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

〇学校教育担当次長（佐々木英生君）　令和８年度については校内支援センター

にかかる経費となりますが、不登校対策等の不登校もしくは不登校傾向の児

童生徒の対応を図るための経費となっています。 

令和８年度については追分小学校で先行的に導入させていただくこととな

っていますが、安平町全体の傾向としては微増している形はありますが、た

だ小さい町ですので年度によりましては増減がありますが、期間を見ると増

加傾向にはあろうかと考えていますので、まずは追分小学校で導入させてい

ただき、早来学園・追分中学校についても検討していく形で考えています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　追分小学校で先行的に導入して検証された結果、解消

に至ったとか良い方向になった場合においては他校でも実施していくこと

で、１年でわかるかどうかの話は別にあるのですが、その点導入時期につい

てなどお考えがあれば伺います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

〇学校教育担当次長（佐々木英生君）　教育委員会としては少しでも早く早来学

園・追分中学校といったところですが、どちらもどの教室に設置するかの課

題もあります。その辺の解消も含めて、例えば校内に設置できない場合につ

いては別な施設で、校内支援センターではなくて教育支援センターという形

で設置していく、そういうことで検討しています。 

追分小学校に来年度導入ということですが、来年度他の学校職員も担当者

も含めて情報共有または対策等検討しながら進めたいと思っていますので、

そちらの施設的な問題それから人的な、人材確保というものを早急に解決し

ながら全校で対応できる形を少しでも把握やっていきたいと考えています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 234、235 ページで質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 236、237 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　237 ページの真ん中にある 11 節役務費の保険料に関し

ては、何に対する補償をする保険料なのか伺います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

〇学校教育担当次長（佐々木英生君）　各校に来年度から加入させていただきた

いと思っていますが、現在地域の方もしくは外部の方が講師として多数入っ

てきていただいていますが、講師の方が備品等だったり怪我だったり、そう

いう事故等に対応できる保険を令和８年度から加入させていただきたいと考

えています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 238、239 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 240、241 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　241 ページのエレベーター保守点検業務委託料のあた

りに昨年度、令和７年度はあったかと思うのですが、空調設備保守点検業務

委託料 114 万 7000 円。この保守点検は毎年行うものではないのか、無くなっ

た理由について伺います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

〇学校教育担当次長（佐々木英生君）　こちらは別なところに３校まとめて計上

させていく、令和８年度については予算を、今科目等正確にお知らせできな
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いのですが、学校施設管理経費の中でまとめて計上させていただく形とさせ

ていただいています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 242、243 ページで質疑はありませんか。 

 

〔鳥越議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　鳥越議員。 

○４番（鳥越真由美君）　243 ページの下の委託料の社会教育活動プラットフォ

ーム構築業務委託料、これはホームページの更新ということをお聞きしまし

た。更新する理由ですね。何をもっと知ってほしいとか、何が不備だったか

ら無くすとか、今回更新された理由を教えてください。 

 

〔渡邊社会教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　社会教育担当次長。 

〇社会教育担当次長（渡邊匡人君）　こちらの社会教育活動プラットフォーム事

業については、２月開催の議会全員協議会の中で新規事業ということでご説

明させていただいかと思っています。加えまして一般質問で箱崎議員からの

ご質問の中でも同様の事業の関係について触れさせていただいたかなと思っ

ています。 

議会全員協議会の中でご説明させていただいた事業としては、主要施策予

算の説明資料 107 ページに記載されている事業に当たります。最初に地域学

校共同活動ということで学校支援に加えて学校を核とした地域づくりの活動

といったものの土台には社会教育・地域活動・福祉的な活動、加えて企業や

団体との多様な連携といったものが存在しながら子どもたちの教育・学びな

どをサポートしていこうというものです。今回、学校運営協議会の方と地域

学校共同活動の一体的な取り組みを進めるために今年度、今週の 14 日という

ことで地域学校協働活動とはということで追分公民館で勉強会を開催させて

いただきながら立ち上げを行わせていただきまして、来年度「あびらコラボ

センター」を開設していく予定となっています。この中で現在ＷＥＢサイト

の作成をさせていただこうという、そうした予算を計上させていただいてい

るところです。 

現在、取り組みとしては安平町の中に安平町のホームページの中でありま

す社会教育活動だったり、地域のクラブ活動だったり、放課後子ども教室だ

ったり各種習い事・授業・講習会といったものが各課ごとにお知らせで出さ

れていたりカテゴリー別に町のホームページの中で掲示をされているのです

が、なかなかホームページはたくさんあり過ぎて必要なところに手が届かな

い課題観もありまして、今回こうした予算を活用させていただきまして必要
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な情報を必要な方に届けられるように、きちんとカテゴリー別に分けながら、

それをホームページ更新する形でアップしていこう、そうしたものを進めて

いくための予算ということで計上させていただいたところです。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

〇議長（多田政拓君）　なければ 244、245 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　244 ページの社会教育団体等補助金の部分ですが、昨

年度からまた何団体か補助金が減ったりいろいろしたりしていると思うので

すが、多分当然協議されてご納得の上だったと思うのですが、その点の確認

をさせていただきたいのと。 

あとは遊びの広場実行委員会交付金、こちらどのようなことを行われる事

業なのか、この２点伺います。 

 

〔渡邊社会教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　社会教育担当次長。 

〇社会教育担当次長（渡邊匡人君）　団体補助金については従前実施していたも

のが無くなったのが当然あります。あと現在協議を整っていないところもあ

りまして今回予算計上を見送らせていただいたところも当然あります。 

今、遊びの広場については従前、生涯学習フェスティバルを今もやってい

るのですが、この中で遊びの広場という事業があるのですが、今回生涯学習

フェスティバルについては文化団体の事業の取りまとめたものを町民の皆さ

んにお知らせするという要素が強くて、その中で一緒に実施していました遊

びの広場という事業に今回切り替えさせていただきながら進めていくもので

すから、生涯学習フェスティバル全体が変わったというよりは今まで補助金

として見えづらかったところを表に出すことによって見える化をさせていた

だいたのが今回の遊びの広場の予算の中で出てきた内容となっています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　１点目は了解です。２点目の関係は特段内容が変わっ

たわけではないという認識でよろしいですか。 

 

〔渡邊社会教育担当次長　挙手〕 
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○議長（多田政拓君）　社会教育担当次長。 

〇社会教育担当次長（渡邊匡人君）　議員おっしゃられるとおり、その認識で結

構だと思います。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　２点目ですが、245 ページの 18 節負担金、補助及び交

付金ですが。こちら聞いていたら申し訳ないですが、安平鉄道交流推進協議

会おおぞら会、こちらどのような団体で、どのような事業を行っているもの

なのか伺います。 

 

〔渡邊社会教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　社会教育担当次長。 

〇社会教育担当次長（渡邊匡人君）　こちらも２月の全員協議会の中で、ご説明

させていただいていないのですが、お配りさせていただいた 109 ページに記

載させていただいている事業で、今屋外展示していますキハ 183 の管理を主

にやっていただいている団体です。 

今回、ＳＬ保存協力会とおおぞら会の今まで補助金だったり委託だった事

業については一体的に取り組みを進めていく事業ということで整理させてい

ただきながら、交付金事業ということで組み直しさせていただきまして今回

新年度で予算計上させていただいています。 

Ｄ51-320 については昨年、50 年という節目の年これから 51 年目のスター

トの年ですのと、キハ 183 についてはこれも北海道の中で重要な鉄道資料と

お聞きしていますので、安平町にこの２台が存在するということをしっかり

と町としても指定文化財として受けとめながら、後年に国鉄の歴史や文化を

きちんと伝えていく事業と考えていまして、このおおぞら会様と今既存であ

るＳＬ保存協力会様と連携をしながら指定文化財を、まだキハは指定文化財

にはなっていないのですが将来そういったところも視野に入れながら今後取

り組みを進めていければということで、若干昨年の予算より整理させていた

だいたところがあって、見づらいところがあろうかと思っていますが、そう

いった事業の考え方も教育委員会として持たせていただきながら今回予算の

組み替えをさせていただいたところです。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　補足します。おおぞら会については今キハ 183 をいろ

いろ説明していただきました。まだシルバーシートがかかった状態ですが、

冬に向けて冬囲いしていただいて、春先にはそれを撤去していただいたり、

また南面の劣化が激しいものですから、そういったところの色を塗り直して

いただいたり、施設の中のイベントとして多くの方に内部も見ていただく、
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そこも活動の経費の一部として使用料を取る形も、使用料というか募金です

ね、そういった収入の確保についても近年努力していただいたり。またＪＲ

の利用促進の企画、昨年 10 月のさよなら列車、ＳＬのラストランの 50 周年

記念にあたってのさまざまなこともこのおおぞら会の皆さん方にも後押しし

ていただきながら、道の駅の応援団という形で非常に大きく道の駅の来客に

も寄与していただいている会だと思っています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　こちら事業は予算の組み直しによって、この保存の事

業がよりスムーズにいく体制を取れるかどうか、その点伺います。 

 

〔渡邊社会教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　社会教育担当次長。 

〇社会教育担当次長（渡邊匡人君）　事業としては一体的に進めていきたいとい

う考えと、事務的に今まで２本あったものを１つにするとか我々事務局側の

事務の軽減も今回合わせてさせていただきながら整理させていただいている

ので、事務的な軽減と合わせながら新年度からは一体的にＤ51-320 とキハ含

めた道の駅を盛り上げていく要素として取り組んでいければと考えています

ので、そうした効果は得られるのではないかと考えています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　その下の文化財保護施設管理経費ですが、多分これも

難しいのかなと思うのですが、どの文化財が必要で、どの文化財は処分して

も大丈夫という選定とか、どのように今行っているか、今後どうしていくか

を伺います。 

 

〔渡邊社会教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　社会教育担当次長。 

〇社会教育担当次長（渡邊匡人君）　今、安平町の指定文化財として 28 か所ほど

追分地区 15 か所、早来地区 13 か所あります。 

今回、文化財保護委員会の会議の回数も増やさせていただきました。安平

町を、歴史を知る・語る上で必要な指定文化財が 28 ほどあるのですが、なか

なかこういったものに触れる機会だったり、見たり聞いたりする機会も無い

のですが、昨年文化財保護委員会の中でも指定文化財を今後どうしていくの

か、町内に２か所ある郷土資料館をどうしていくのかという議論もありまし

て。震災からの復旧・復興が終わりまして、地域に目を向けた時にそういっ

たものもしっかり考えていく必要性があるのではないかというところを進め
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ていくためにも、令和８年度からこの指定文化財をきちんと委員さん皆さん

方と点検をしながら保存していくものは保存していく考えだったり、郷土資

料館の中にあるものも生活的な資料もたくさん当時、寄付をいただいてしま

ったという言い方がいいのかわからないのですが、そういったものもたくさ

ん存在しますので、安平町としての歴史文化としての資料をどのように保

存・保管してくかも令和８年度からしっかりと議論していくために会議の回

数を増やさせていただきながら、ある一定の方向性を出すまでは取り組みを

進めさせていただきながら必要に応じて議員の皆様方にもご提示させていた

だければと考えていますので、ご理解のほどよろしくお願いします。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 246、247 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 248、249 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 250、251 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　251 ページの生涯スポーツ振興事務事業の報償費の講

師謝礼ですが、資料だと 111 ページに記載があったかと思うのですが、具体

的にどのような事業なのか伺います。 

 

〔渡邊社会教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　社会教育担当次長。 

○社会教育担当次長（渡邊匡人君）　こちらの講師謝礼になりますが、従前まで

の事業に伴う講師謝礼と合わせて来年度から地域展開によって社会教育側に

くる事業の一つなのですが。ダブルコーチング研修会というものを 15 万円ほ

ど予算として新たに加えさせていただきながら実施していく予定となってい

ます。今年度も事業としては終了としている事業を社会教育に予算として新

たに加わったところがありまして新規に見えるのかなと思っています。 

これは部活動の地域展開に伴いまして指導者の質と維持の向上だったり、

指導者の質の均一化、指導方法の共通化だったり、勝利と人間の成長という

２つのゴール、これをダブルゴールといったものを両立するための指導者育
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成手法を一緒に学んでいくということで今回予算計上をさせていただいたも

のです。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 252、253 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 254、255 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 256、257 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 258、259 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 260、261 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 262、263 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 264、265 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 266 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ歳出の質疑を終わり、歳入の質疑を行います。 

10 ページをお開きください。まず 10 ページについて質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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○議長（多田政拓君）　なければ 11、12 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 13、14 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　13 ページの３項１目、軽自動車税収別割の現年課税分

の収納率を１％上げた理由。確か３か年平均での計上だったかとは思うので

すが、その主な要因を伺います。 

 

〔奥田税務戸籍担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　税務戸籍担当課長。 

○税務戸籍担当課長（奥田浩司君）　実績に基づいて計上していますが、近年 97

より 98 に近い収納率がありますので、その分に応じて上げたところです。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 15、16 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君）　16 ページの３款１項１目、利子割交付金の増額要因に

ついて伺います。 

 

〔木林企画財政担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　企画財政担当課長。 

○企画財政担当課長（木林一雄君）　利子割交付金ですが、こちら金融機関等か

ら利子の支払いを受ける際に課税された税金を原資に都道府県が、個人と都

道府県民税の額に応じて市町村に交付されているものです。税額の増が見込

まれますので、そういったところの決算見込みで予算を計上させていただい

ています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 17、18 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　18 ページの５款１項１目の株式譲渡所得割交付金の部

分も増額なのですが、確か平均勘案で計上していると以前伺ったと思うので

すが、そちらの主な要因について伺います。 

 

〔木林企画財政担当課長　挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君）　企画財政担当課長。 

○企画財政担当課長（木林一雄君）　こちらの交付金ですが、株式などの譲渡に

よって所得が発生した場合に課税される税を原資に市町村に交付されている

ものです。そういったところの税額が増加する見込み、それから過去３か年

の平均、こういったものを考慮して予算計上させていただいています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 19、20 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 21、22 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 23、24 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 25、26 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 27、28 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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○議長（多田政拓君）　なければ 29、30 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 31、32 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 33、34 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 35、36 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 37、38 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 39、40 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ４１、４２ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 43、44 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 45、46 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 47、48 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 49、50 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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○議長（多田政拓君）　なければ 51、52 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 53、54 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 55、56 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 57、58 ページで質疑はありませんか。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

○２番（米川恵美子君）　57 ページの職員住宅貸付収入ですが。これ職員住宅に

は職員だけが入居できるんだろうと思っていたのですが、職員住宅管理規定

があると前伺ったことがあったのですが。この規定が変更されたということ

はありましたか。 

 

〔伊藤施設担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　施設担当課長。 

○施設担当課長（伊藤富美雄君）　変更はありませんが、地震の時に一部ペット

用住宅に変更したことはあります。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

○２番（米川恵美子君）　職員ではない人が入っているんじゃないかっていう問

い合わせが町民からあったものですから、私も詳しくわからないので、それ

で伺ったのですが。 

そのペットの居る方が入居できるようにしたのも、それも職員の方の入居

規定の中にある職員の方なのですね。職員の方ではない人が入ってらっしゃ

るということは規定を変更しなければ入れないってことですが、どうなんで

しょうか。 

 

〔岡総務担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総務担当課長。 
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○総務担当課長（岡康弘君）　齟齬があったらまずいので一旦整理しますが、ま

ず伊藤課長が申し上げたのは町の職員住宅を廃止してそれをペット住宅とい

う新たな規定に載せましたというお話なので、米川議員がおっしゃっている

のは多分その同じ場所に職員ではない人が住んでいる人がお話があるかもし

れませんが、昔は職員住宅で職員しか住めなかったところが、今は規定が変

わって違う方が住めるようになったという整理になると思います。 

○２番（米川恵美子君）　わかりました。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 59、60 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　60 ページの寄付金の１項２目の部分のふるさと納税の

関係。寄付見込みが見込まれることによって昨年度より増額して計上された

と思うのですが、この寄付が見込める根拠についてはどのような。問い合わ

せがたくさんあるからとか、いろいろあるかと思うのですが、この点につい

て伺います。 

 

〔村上総合支所長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総合支所長。 

○総合支所長（村上純一君）　指定寄付、ふるさと納税ですが、令和７年度予算

が５億 200 万ちょっと。令和８年度が６億 3000 万ぐらいという金額になって

いるのですが。こちら２月 13 日の全員協議会でもご説明した内容に一部被る

のですが、要因は大きく３つありまして、１つ目が大口の高額寄付が令和８

年度についても見込まれること。２つ目が昨年の 12 月に広域で連携を協定し

た馬産地を活かした新たな取り組みが具体的に動き出すということ。３つ目

が新たな中間管理業者を導入することによって新規返礼品の開拓といったこ

とで増額が見込まれるということで今回予算を計上しています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 61、62 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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○議長（多田政拓君）　なければ 63、64 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 65、66 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 67、68 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 69、70 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ 71、72 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければこれで歳入の質疑を終わります。 

次に６ページをお開きください。第２表債務負担行為と第３表地方債補正

について質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ総括的な質疑をお受けします。総括的な質疑は

ありませんか。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　まず１点目ですが、安平町も全体的に人口減少してい

く中で、役場の職員全体として職員数と比較し町民一人あたり何人に何人当

るかなど住民サービスの向上も必要になってくるかと思うのですが、その点

は人材確保含めどのように考えているかが１点と。 

あと予算の資料もだいぶ詳しくなって、見やすくなっていて良かったかと

思うのですが、こちら当初予算令和７年度骨格予算ではない現状で85億2985

万 6000 円、当初で組まれていて、今回骨格予算の中で 90 億を超えてきてい

るのですが。全体的予算組みの考え方として、どのような事業に一番重きを

置いて、ウエイトを置いて考えて予算を組まれたか。骨格なので今後６月の

定例議会等で補正もされてまた予算も膨らんでいくかなと思うのですが。こ

の予算組んで財源調整していく上で財政調整基金の取り崩しも増えていって
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今後も財政難がもしかしたら進んでいってしまうのではないかと。そうした

ら町民に対する安定的な財政運営が危うくなってくるのではないかという危

惧があるものですから、この２点について考え方、方向性を伺います。 

 

〔岡総務担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　もし趣旨と違っていればもう一度お願いします。 

まず当町の現状の職員数は、実情の人数で言いますと 141 名です。こちら

の人数を類似団体と比較した数字については令和５年に策定した定員管理計

画の時にもご説明したとおり、ご承知のとおり当町は合併の自治体ですので

類似団体に比べて１万人当たりの職員数を比較すると若干他の自治体よりも

多い状況にあるのが現状になります。その要因としては合併をしてから採用

の人員数を抑制してきてはいるものの両町で採用した人材がまだ我々も含め

て残っていることもあり、その部分の年代ごとの職員数の歪みがどうしても

出てしまうのがこれは仕方ないことかなと思っています。なので現状の職員

数のグラフというか年代別のグラフを見ると若年層が少なくて我々のような

年配職員が多いという現状にあり、これは必ずしも適切な状況ではないと考

えていますが、ご承知のとおりすぐに何か対応ができるかというと、端的に

言えば、職員を抑制すれば人数的には確保できますが、将来 30 年・40 年経

った時にその組織がどのような状態になっているかというと本当にその時に

必要な人材がいないということもあり得ますので、そこは計画的にやってい

かなければならないと思っています。 

今後、第３次総合計画を策定している最中で令和８年度の予算にも人口推

計出ていましたが、まず安平町の人口を将来的に見据えた上で、これはどう

しようもないことですがいくら人口対策をやっても自然減少で亡くなってい

く方たちを食い止めることはできないだろうと考えますと、当町の人口ピラ

ミッドは現在、団塊の世代の人たちをピークに推移していますので、この自

然減少を見据えた上で適正な人員を何人にするかという計画を作り、しかも

それは短期的な向こう４年とかではなくて 10 年・20 年考えた時に何人必要

なのか、またその時代には現在ＤＸ推進もしていますが、本当に人が仕事を

しなくても機械がやってくれる時代も見据えて適正な人数を考えていかなけ

ればならないと思っていまして、話長くなりましたが、こちらは現在の定員

適正化計画が令和８年度までの計画になっていますので、令和８年度中に次

の計画を策定し令和９年からの計画に反映していきたいと考えています。 

もし趣旨が違いましたら、もう一度お願いします。 

 

〔木林企画財政担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　企画財政担当課長。 

○企画財政担当課長（木林一雄君）　２点目の関係は私の方からご答弁申し上げ

ます。予算編成にあたっての考え方ですが、これまでは復興・復旧または教

育によるまちづくりということで、どちらかというと教育の方に予算の重き
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を置いて予算編成は行われてきたかと思います。しかしながら、教育の方に

重点を置いた煽りというわけではないですが、住民の皆さんの生活に直結す

る、例えば道路とか、緊張してあと他の事例が思い浮かばないのですが、い

ずれにしても町民の皆様の生活に密着する部分の予算というのはこれまでは

抑えられてきていましたので、令和８年度についてはそういったところに手

厚くというか極力落とさない考え方で予算編成に臨んでいます。 

教育の方も多々課題がありますが、そこは取捨選択していただきまして、

どうしてもやらなければならないものは予算計上しましたが、そうではない

ものは我慢していただきながら先送りをさせていただいています。 

あわよくば、私財政の担当になりまして１年目ですが 80 億の中盤、良けれ

ば前半ぐらいまで全体の予算規模を押さえていければ良かったのですが、人

件費の増加とか補助、例えば協議会の負担金とか補助金といったところの増

加、それから財源の無い事業も多くありまして、そういったところの関係で

予算が 90 億、前年を上回ったということです。 

これに伴いまして財政調整基金も前年に比べると倍ぐらいの額を投入して

います。新聞を見ればわかるように札幌市とか苫小牧市とか、うちもそうで

すが非常に基金が目減りしてこの先非常に不安定な状況です。当然指を咥え

て見ているわけにはいきませんので、これまであまり進んでこなかった施設

の統合もしくは廃止、それから事務事業の見直しといったところも令和８年

度中にはある程度方向性を示しながら、できるものがあれば令和８年度中に

やりながら極力令和９年度に向けては財調の繰入れを少なくしながら、あわ

よくば貯金をして増やしていければという考えです。 

答弁になっているかどうかわかりませんが、以上です。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　まず１点目に関して概要はよくわかりました。現時点

ではこの町民１万人当たりに対して何人の職員があてがわれているか。ここ

直近では何人ぐらいが適正なのかその点について整理されていれば伺いま

す。 

２点目に関しては、ご努力はよく見えています。委託料とかも委託しない

でやってみたりとか数字で見えているので、さらなる努力・ご尽力いただけ

ればと思いますが、町民の生活に直結する予算にウエイトを少し置きたいと

思い予算組みしたと伺って安心したのですが。 

その考えで長期財政計画もこれから多分出るかと思うのですが、その点も

伺い知ることができればいいなと思うのですが。その点も踏まえて扶助費と

か命に直結する予算もしっかりと組んでいただけたらと思いますが、その考

え方についてご認識を伺います。 

 

〔岡総務担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総務担当課長。 
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○総務担当課長（岡康弘君）　職員の人数の関係ですが、私答弁を誤りました。 

先ほど申し上げた人口１万人当たりの職員数を比較すると、当時令和５年

に策定した定員適正化・定員管理計画によれば、団体平均の 188 人に対して

20 人少ない 168 人となっているということで。そこを見ると他の類似団体よ

りも少ないのですが、逆に職員１人あたりの人口を比較すると平均 53 人より

７名多いという状況だということになっています。失礼しました。 

これがどこが適正なのかは非常に難しいところがありまして、類似団体と

申しあげまても要素は人口と１次産業・２次産業・３次産業の住んでらっし

ゃる方の割合といったもので類似団体というもののカテゴリーが決まるの

で、一概に申し上げられないかなと思っていまして。人数を言ってしまうと

後戻りできないですから、大変申し訳ないですが現状だけ話させていただき

ます。 

 

〔木林企画財政担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　企画財政担当課長。 

○企画財政担当課長（木林一雄君）　財政の計画ですが、現在総合計画の３次計

画を策定中です。その際に財政の計画も一緒に作りながら、それは当然議員

さんの方にお示ししながら財政の計画を作っていくのですが、来年度から新

たな財政計画の中で財政の立て直しというか、方向性といったものはそこで

整理されるのかなと思っています。 

それから扶助費とか町民の命・生活に関わるところのお金は削らないとい

うか、今の段階ではそこまでいかなくても大丈夫なようにはしたいと思って

いますが、だからと言って絶対に削らないかと言われると、そういったお約

束は今のところできないかなと思いますが、削る順番については間違えない

ようにしなければならないかなと思っています。具体的にどういった順番か

ら手を付けていくのかは今まだ具体的なものがありませんので、そこを言っ

てしまうと一人歩きしても困りますのでそこはお話できませんが、いずれに

してもそういった順番は誤らないようにしたいと考えています。 

 

〔三浦議員　挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君）　三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君）　基本的に全体了解したのですが、１点目の質問の職員

数に関して、実際今の職員数に関して 141 名というのは会計年度任用職員さ

んは入っていない人数という認識でよろしいすか。 

 

〔岡総務担当課長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　そのとおりです。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 
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〔工藤議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　工藤議員。 

○１番（工藤秀一君）　ここで質問していいのか迷いながら質問させていただき

ますが、今国の方で予算審議している最中ですが、年度内に決まるのか年度

越すのかで、いろいろ年度越えるとドタバタすることもあるのかなと思うの

ですが。 

私、気になっているのは給食費の無償化ですが、今審議している中で給食

費１年生から６年生までの無償化がほぼ決定しているのかなと伺っていて、

それが決まった時に町の財政的にはどのような費用が、国の補助というか交

付金で出てくるのかなと思うのですが。今例えば給食費は各家庭で支払いし

ていますが、町はそれにプラス物価上昇分とかまたいろんな施設管理費とか

さまざま使っていると思うので、それらを整理して１年生から６年生にかか

る給食費を全部国の方で負担してくれるのかどうかを私の方はわからないの

ですが。その辺のところ何か回答いただければと思います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　給食費の無償化ですが、お話ありました

とおり令和８年度から小学生の無償化ということが言われています。正式通

知についてはこれもお話があったとおりまだ来ていませんが、国の方では

5200 円の 11 か月分ですので 12 か月にならすと 4760 円ほどの国・道が負担

する形で現在情報は流れています。 

これでいきますと安平町の、給食日数によって学年によって違うのですが、

その分を差し引くとおよそ 850 円から 1184 円が国の負担から余るというか、

実際の経費から差し引くとその分になるのですが、現在のところその部分を

保護者負担というふうに考えています。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　今、概要は佐々木次長が答弁したとおりです。今回、

国の方でそれぞれの自治体の給食費って違うのです。ですからそれを満額見

るのかどうなのかっていうところも気になっていたのですが、今報道されて

いるのは 5200 円で小学生までということです。こども園の子だったり中学生

以上は対象外になりますが、方向性としては時期はこの後になりますが、中

学生に対しても国の政策としてはそういう方向性にあるのかなと１点思って

います。 

私としては町長に就任させていただいた時に給食費の無償化はさまざまな

自治体ですでにやっているところもあれば、そういったことも議会の中で要

望されたこともありましたが、基本的には私は国がやるべきものだというこ
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とで一貫して答弁をさせていただきました。今回小学生の分を見ていただけ

るということですので。しかしながら、本則である給食費の料金表というの

はこれまでも給食の運営の協議会の皆様方に諮問しながら上げてはきていま

すので、今回 5200 円の大部分が国の方で見ていただけることがわかりました

ので、その時点、今 11 か月ですから４月は違うと思いますが、その小学生の

分については町がこれまで上積み分というか値上がった分、物価高騰で上が

ってきた分、あとは有機農業の関係も若干はあるかもしれませんが、まずは

値上がった分については町で負担をしてきたのは事実です。今回、小学生の

分についてはそこが国で見てくれる分が大きいものですから、そういった意

味でいけば残りの上積み分については保護者負担をお願いしたいと小学生の

分は思っています。 

しかしながら、中学生の分については国がまだ支援していないわけですか

ら。これまで同様、給食費の上積み分、給食料金の平成 30 年以降の上がった

分についてはこれまで同様町で負担していきたいと考えています。そこがま

た国の方で制度拡大した時にはこれまで同様、先ほど申し上げた小学校と同

じような対応で、必要な部分は応分負担は国民だったり町民の方がしていた

だくのが基本原則であると考えていますので。今現在やっているのは激変緩

和措置みたいな趣旨で安平町は上積み分はやってきた経過がありますので、

今回の制度改正に合わせて、そのタイミングで見直しをしていきたいと考え

ています。 

 

〔工藤議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　工藤議員。 

〇１番（工藤秀一君）　今伺いましたが、給食費支払っている部分以上に実費部

分も相当数の金額が入ってくるのかなと期待していたのですが、そうでもな

さそうなのであれですが。 

もっと言いたかったのは１年生から６年生まで無償化になるのであれば７

年生から９年生も無償、町の負担でできないのかなと思っての質問だったの

ですが、そういった考えが少しでもあればいいかなと思ったのですが。その

辺の考えあれば伺いたいと思います。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

〇町長（及川秀一郎君）　当然、給食費だけでなくさまざまな料金だったり水道

料も住宅料も公営住宅も何でも安い方が良いに決まっているのです。それで

も合併した町というのは財政問題で合併したという責任もありますので。先

ほど前段質問いただいたところでの例えば基金がふんだんにあってこれから

も増していく一方であればそういったところも手厚くやっていくことは判断

できると思いますが、逆に震災以降、復旧・復興でやってきた先送りしたよ

うな補修事業、道路を含めて歩道もそうですがまだまだたくさんある。また、

ゼロカーボンで今民間、また環境省の補助金を入れながらやっていますが、
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そういった課題も地球温暖化のこういったエアコン設置もそうですが、自分

が町長に就任した時点ではあまり想定していなかったこともどんどん、地震

もそうですが発生してきて経費が高騰している。また、それを追い打ちかけ

るように物価高だったり資材高騰もあっていく。そういった先行きが見通せ

ない、また国際情勢の変動によって今１回下がったガソリンもまた上がって

くる傾向にあるという、そういった読めないわけですので。だからといって

たくさん取るという意味ではないですが、そういった必要最小限のご負担は

その時々でしていただかなければ財政運営は立ちゆかないのではないかと基

本的に思っています。そこをきちんとやることが逆に町民の安心につながる

ことだと思っていますので。給食が高い時にどんどん値上げしていくという

ことはしていないわけですから。逆に今回、国が制度的に見てくれるという

時にはそういったタイミングで、ある程度元に戻す方向性は重要なことかな

と思っていますのでご理解のほどよろしくお願いします。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

○２番（米川恵美子君）　私は合併して以来、４つの地域が１つになっていろん

な施策を町の方も苦労してやってきたのだろうと思うのですが。ここへ来て

追分地域の衰退が本当に目に余ると私は思っています。私がここに来た 24

年近く前は本当に暮らしやすい、全部調べて地域の中も調べて役場にも伺っ

て終の棲家として選んだ地域がどんどん暮らしづらくなってきています。 

それで昨今から遠浅地区と安平地区に関しては地区別の共同づくり事業の

交付金が出て手厚く事業を推進できる、そのための後押しがされていますが、

それはそれでいいのですが。けど追分地域にあっては民間がやっていました

お祭りとかいろんな事業が無くなってきていますので、追分地域にもそうい

うふうな地域の活性化に向けて町民の活動を助けるような、そういう施策を

していただけないかなと思っているわけです。追分の住民何人かからは、ど

んな事業をやっても地域おこし協力隊がお手伝いしているとか新しい事業が

始まったとかって、そういうことは皆早来方面の、今までの早来と言われて

いた地域で行われているってね。追分はどうなっているんだという声がよく

耳に入りますので。今後、追分の地域の活性化、今のままでいいのかって。

また、何かしなくちゃならないというお考えがあるのかどうか伺います。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　ちょうど３月 27 日で合併して 20 年です。均衡ある発

展というのが合併協議会で一番重要視されたことだと思っています。ですか

ら追分・安平・早来・遠浅が、それぞれの地域の歴史とコミュニティの特性

を活かして発展していくべきであります。 
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まず小さいところからいくと、安平地区については小学校が無くなるとい

うのは合併時点でも 20 人ぐらいの生徒数がずっと横ばいで来ていたのです。

ですから学校がもし無くなったら大変なことだと当時から言われていた。今

回早来学園の、いみじくも胆振東部地震の関係で統合になる際には地域から

統合していただきたいという声が上がってきた。でも学校の後活用また安平

公民館の一体的な活用というところが地域での不安材料だったということ

で、私も前の２期目の時にもそういったところをサポートしていくという、

それも職員がただ担っていくというだけではなかなか地域に入り込むことは

難しいのです。ですから地域おこし協力隊員制度だったり集落支援制度を用

いて、予算的には国の交付金活用できますよと、そこでも重要な人材を配置

できると。地域とネットワークを張って安平地区は今アパート建設も好調で

３棟ぐらい建ちましたね。戸建て住宅も７件ぐらい建って非常に若返って地

域の方は自治会連合会の皆さん方、老人クラブの皆さんも喜んでいただいて

いる状況。 

遠浅地区においては学校と公民館は離れていましたが、一体的な１年ずら

しましたけれども地区別の協議会を立ち上げていただいて、安平で活かした

そういったノウハウもそこに投入したり、またそこの両地区の交流も行って

いきながら、グリーンフェスティバルも従来やっていた以上、２倍・３倍の

規模で昨年やっていただいた、防災キャンプもやっていただいた、これまで

積み上げてきたもの。また軽種馬の主要地です。遠浅酪農２号線も課題とし

てあった地域です。そういう課題に向き合いながら、また苫小牧エリアにも

近いということで企業もありますから、そういったところの活性化に遠浅地

区もなってきている。またノーザンファームさん中心に地域貢献事業として

安平町内、これは遠浅だけに留まらないで成人式にも協力していただいてい

ますがオールで支援の関係性ができてきたということ。 

早来については震災で大きなことで早来中学校は廃校になってしまった。

それで４校１校型の義務教育学校ができて、ようやく早来地区にも子どもさ

んたちがずっと苦労してきた仮設校舎だったり、また空地が増えてしまった、

そこを先ほど除雪の話の中で逆に空き地が少なくなってきたという嬉しいこ

とですが、空地ができたら町で購入して、そこでアパートだったり住宅を今

やりだしてきているといった早来地区の良さが今出てきている。 

追分地区においては、これも震災の翌年に米川議員も当然十分わかってら

っしゃる道の駅あびらＤ51 ステーションが鉄道の歴史がある追分地域にあ

あいった拠点ができた。そして今月１日にダイナックスのワイナリーができ

て地元のチーズともコラボレーションする。回遊交流で地域にも新しい飲食

店ができてきている。でも小売店だとかがなかなか苦戦しているのは事実で

すが、そこをきちんと確保することによって町外からもお買い物していただ

けるような、そういった小売店の誘致みたいなことも重要ではないかなと思

っています。 

追分地区がどんどん衰退していくと、昔のイメージを持っている私の世代

だったり私の親の世代というのは最盛期のああいったことをわかっている方

たちから見ると寂しい思いをする部分はたくさんあろうかと思いますが、こ

れから第３次総合計画に向けて学校だけではない教育環境を追分地区はどう
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していくかということはすでに今年度議論がスタートしたところですし、ち

ょうど鳥インフルエンザが発症して、ちょうど昨日お昼過ぎには殺処分終わ

りましたが。そこに副知事が来ていただいたり、対策本部ですね。震災経験

した町そして合併した町といった大変なところを早来の町民センターは耐震

補強をしながら、合宿所も被害があったから今回災害にも見合う施設として

泊まる場所も道職員の方が 24 時間体制の中でお風呂にも入れるといったこ

とが、マイナスばかりだけでなくて良さの中でやっていている。ですから追

分にも追分の公民館にもきちんとエアコンを大ホールにも整備しながら利活

用ができるように。そこには追分地区の方だけではないのです。早来地区の

皆さん集まって高齢者スポーツ大会もできるようになっている。ですからそ

れぞれの地区の活性化だったり、そういったところは当然これからも引き続

きバランスを図りながらやっていかなければならないと思っていますが、安

平町全体がオール安平だという認識のもと少しの我慢、施設の統合だったり

廃止だったりしていきながら行政コストを下げて持続的な発展ができるとい

ったまちづくりを第３次総合計画で目指していくべきではないかなと思って

います。 

ですから追分地区で、その視点によっては衰退しているところもあります

が、そうではなくてすごく伸びている分野もありますので、そこのバランス

をきちんと、教育だけと言われることは本当にあるのですが、まずは教育を

柱に進めてきた第２次総合計画です。そこの柱は変えないにしてもオールで

安平町全体が生涯学習・生涯教育の恩恵を、高齢者の皆さん方にも享受して

いただけるような、そういったまちづくりをすることによって追分が衰退し

たと言われないまちづくりをしていきたいというふうに総合計画の中で思っ

ていますので。 

質問がそういった質問だったので、そういった将来、先の答弁となりまし

たが、そういった考えのもと均衡ある発展を目指すということは我々行政職

員が思ってやっていることですので。でも、地域ではそういった声があると

いうことも承知していますので、そう言ったことに配慮しながらこれからも

進めればと思っています。 

 

〔米川議員　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　米川議員。 

○２番（米川恵美子君）　答弁ありがとうございます。私は遠浅や安平の取り組

みが、それは立派なことで町民も協働のまちづくりに町民も参加して楽しい

行事を作り出したりして、参加して明るい何となく話を聞いていたら明るい

話題が多いのですよね。そうやって協力隊が入って事業を推進していくため

の手助けをしていただけるというのは、町民だけではなかなかできないとこ

ろを手助けしていただけるのは事業がやりやすいのだろうと思います。 

それに反して追分地域は道の駅ができたとか、文化活動は全部追分公民館

と言うけど暮らしている町民にとっては何も関係ないです。道の駅に町外か

らのお客さんがいらして安平町の評価は上げたとしても、暮らしている方に

とっては道の駅まで買い物に行くわけでない、遊びに行くわけではないです
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からね。そこはワイナリーができて本当にありがたいとは思うのですが、だ

けど町全体のイメージをアップさせるためには良かったと思うのですが、暮

らしている者にとってもう少し心が弾むような、そういう事業を考えた時に

高齢化率が地域によっては、町内会によっては 68％ぐらい高齢化率になって

いる中で追分地域も合併して 20 年以来 1030 人ぐらい人口が減っているので

すね。そういった中で楽しかった事業がどんどん無くなってきていますので、

これからまた新しく楽しみになるような事業をして、皆さんが老いも若きも

元気で暮らせる、そういう明るい町にするためには、やっぱり協力隊が入っ

て手伝ってくれるとか、何かをするための提案をしてくれるとか、補助金出

してくれるといった手立てを私は町の方にしていただきたいと思っていま

す。 

お祭りにしても、夏祭りにしても町では花火大会したりなんかして相当の

予算を注ぎ込んでいますよね。５、600 万ぐらいの予算を注ぎ込んでますね。

だけど追分には民間が一生懸命ね、何の補助金も無くてもお祭りやっていて、

ささやかだったけどでも楽しかったのですよね。でもそれもやっぱり無くな

ってしまって、町民だけではもうやっていられ無くなってなくなってしまっ

たということになると、本当に追分の人たちは意気消沈しているというか、

寂しい気持ちになっていますので、今後のまちづくりについて今学校がどう

のこうのと言っていますけど、今の若い人たちが入ってきて学校が、子ども

がたくさん通うようになって子どもの姿が町の中にたくさん見えるようにな

るというならそれはまたそれでいいのですが、そうなるために何十年先です

か。10 年や 20 年先だろうと思います。その頃にはもう高齢者も居なくなっ

て人口形態も違ってくるだろうと思うのですが。そんな先でなくたって遠浅

や安平地区の方たちはとても楽しそうに事業に参加してやっていますので

ね。それで何とか追分地域にもそんな手助けをしていただきたいと思ってい

ます。これからのまちづくりをいろいろと今までいろんな計画は伺ってまい

りましたが。だけど私としては日常の生活の中に張り合いというか楽しみを

持てるようなまちづくりをお願いしたいと思っています。 

せっかく町長いろいろと説明してくださいましたけど、今後に向けて何か

ありましたらお願いします。 

 

〔及川町長　挙手〕 

 

○議長（多田政拓君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　まずお祭りは地域単位で、安平とか遠浅、追分でも小

さい音楽祭とかやっています。うまかまつりは全町挙げてのイベントなので

早来地区でやっているお祭りという意味ではありませんので。そこはそう思

えない部分も昔経験している方はそうかもしれませんが、そういった位置づ

けが違うというころ。また道の駅についても農産物の直売所があって普段使

いにあそこ行っていただいている方、またパンもいろいろと品揃えもいいの

で。また当たり前になって気付かないのですが、特急列車も停まったりイン

ターチェンジもあって、公共交通も利便性の中ではこの４地区の中では一番

交通の便が追分地区は空港にも近く、全て札幌にも近いということ、そうい
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った意味での利便性、高齢者の方にとってはそこまで運転もされないという

ことでいくと高齢者が特に町の恩恵というか追分のプラスであるところの恩

恵が少ないということなのかなと思っています。 

ただ、おっしゃりたいことは十分わかりますので。私もそういった意味で

は均衡ある発展というところは軸はずらさないのですが、当然課題も地域に

行く度にいろんなことは、追分地域以外の方よりも逆に昔から追分に生まれ

育った故にそういった厳しい声も常にいただいていますので。そこにきちん

と解決できるようなことをしていきたいとは常に思っていますが、一応第２

期の自分の任期のなかでは、これが精一杯だったと思っています。 

 

○議長（多田政拓君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　なければ質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

次に討論に入ります。まず本案に対して反対の方の発言を許します。発言

はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　討論なしと認めます。 

これから議案第 20 号を採決します。本件について原案のとおり決定するこ

とにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　異議なしと認めます。したがって議案第 20 号は原案のと

おり可決されました。 

 

 

 

◎　延会宣言 

 

○議長（多田政拓君）　お諮りします。本日の会議はこの程度に留め、ここで延

会したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（多田政拓君）　異議なしと認めます。したがって本日はこれで延会する

ことに決定しました。なお、明日は午前 10 時に再開しますのでご参集お願い

します。本日はこれで延会します。ご苦労様でした。 
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休会　午後　４時 33 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　会議の経過を記載してその相違ないことを証するため、地方自治法第123条第２

項の規定に基づき、ここに署名する。 

 

 

　　令和　　年　　月　　日 

 

　　　　　　　　　　　議　　長 

 

 

署名議員 

 

 

署名議員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

 


